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1 国土交通省交通政策審議会答申 

 

交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会中央新幹線小委員会 

 「中央新幹線の営業主体及び建設主体の指名並びに整備計画の決定について」 答申（平成

23 年 5 月 12 日） 

 

１．はじめに 

中央新幹線については、全国新幹線鉄道整備法（以下「全幹法」）の規定に基づく手続き

が進められてきており、平成 22 年 2 月 24 日に国土交通大臣から交通政策審議会に対して「中

央新幹線の営業主体及び建設主体の指名並びに整備計画の決定」について諮問されたことを

受け、3 月以降、交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会の下に設置された中央新幹線小委

員会（以下「小委員会」）において集中的に審議を行ってきた。 

小委員会では、中央新幹線の整備について、関係者や有識者等から幅広く意見を伺いなが

ら、その意義をはじめとする様々な視点・論点について、慎重に審議を重ねてきた。その結

果、昨年 12 月の時点において、基本的事項である営業主体、建設主体、走行方式及びルート

について委員の見解がまとまりつつあったことから、中間とりまとめを実施してこれらの方

向性を示すとともに、審議過程で浮上した重要事項については付帯意見として提示した。 

その後もパブリックコメント等を通じて各方面からの意見を踏まえながら、中間とりまと

めの内容に基づき、残された論点について審議を重ねてきた。本年 3 月の東日本大震災の後

は、東北新幹線の被災状況等も踏まえながら、中央新幹線の整備について、その意義や防災

対策などについて改めて確認を行った。 

このように慎重に検討を重ねた結果、基本的事項について小委員会として結論を得るとと

もに、付帯意見についても更に委員の間で議論を深めたことから、最終答申としてまとめた。 

 

２．中央新幹線整備の意義について 

中央新幹線は、全幹法上の「建設を開始すべき新幹線鉄道の路線」として、昭和 48 年に基

本計画が定められた路線であるが、小委員会では中央新幹線整備の現代社会における国民

的・国家的意義について改めて検討し、特に下記のような意義が期待されるものととりまと

めた。 

なお、下記のうち特に④と⑤については、走行方式として超電導磁気浮上方式（以下「超

電導リニア方式」）を採択することにより顕著になると考えられる事項である。 

 

 ① 三大都市圏を高速かつ安定的に結ぶ幹線鉄道路線の充実 

我が国の三大都市圏（東京圏、名古屋圏及び関西圏）は、世界でも有数の人口集積地域で

あり、これまで主として東海道新幹線が担ってきた三大都市圏間の高速かつ安定的な旅客輸

送は、我が国の国民生活及び経済社会を支える大動脈の中でも最たるものである。中央新幹

線の整備は、速達性向上などその大動脈の機能を強化する意義が期待されるのみならず、中

央新幹線及び東海道新幹線による大動脈の二重系化をもたらし、東海地震など東海道新幹線
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の走行地域に存在する災害リスクへの備えとなる。今般の東日本大震災の経験を踏まえても、

大動脈の二重系化により災害リスクに備える重要性が更に高まった。 

また、東海道新幹線の施設の将来の経年劣化に適切に対応するため予定されている大規模

改修工事についても、中央新幹線の整備により施工手順の選択肢が増え、東海道新幹線の運

行に及ぼす影響を低減することが可能となる効果が期待される。 

このように、中央新幹線の整備は、三大都市圏間の高速かつ安定的な旅客輸送を中長期的

に維持・強化するものであり、国民生活及び国家経済にとって極めて重要である。 

 

 ② 三大都市圏以外の沿線地域に与える効果 

中央新幹線の整備は、三大都市圏以外の沿線地域においても、三大都市圏とのアクセス利

便性を向上させ、地域が主体的かつ戦略的な活性化方策を実施することとあいまって、地域

振興に寄与することが期待される。例えば、豊かな自然に恵まれた地域特性を活用し、大都

市圏から容易に大自然に触れる機会を提供する自然型観光都市や環境モデル都市などとし

て、独自性と先進性の高い地域づくりを進める機会をもたらすものと期待される。こうした

挑戦的な取り組みが地域の魅力を向上させ、さらには我が国の国際的なアピールにもつなが

るものと期待される。 

 

 ③ 東海道新幹線の輸送形態の転換と沿線都市群の再発展 

中央新幹線が整備され、東海道新幹線の「のぞみ」型の旅客輸送が担っている輸送ニーズ

の多くが中央新幹線に転移することにより、東海道新幹線のサービスも相対的に「ひかり」・

「こだま」型を重視した輸送形態へと変革することが可能となり、現在「のぞみ」型が停車

しない駅における東海道新幹線の利用機会を増加させるほか、新駅の設置などの可能性も生

じ、東海道新幹線利用者の利便性向上及び東海道新幹線沿線地域の活性化に寄与することが

期待される。 

 

 ④ 三大都市圏を短時間で直結する意義 

超電導リニア方式を採択した場合、中央新幹線の整備によって三大都市圏は相互に約 1

時間で結ばれ、我が国の人口の約半数（6,000 万人）が含まれる世界にも類例のない巨大な

都市集積圏域が形成されることとなり、三大都市圏それぞれが地域の活性化方策を適切に進

めることとあいまって、我が国の国土構造を変革するとともに、国際競争力を大きく向上さ

せる好機をもたらすものと期待される。 

また、移動時間の大幅な短縮により、交流の機会及びライフスタイルの転換の可能性が拡

大することも期待される。 

 

 ⑤ 世界をリードする先進的な鉄道技術の確立及び他の産業への波及効果 

超電導リニア方式は、我が国が独自に開発してきた高速鉄道技術であり、同方式による中

央新幹線の整備は、高速鉄道のイノベーションとして、世界的に我が国の鉄道技術を発信す

るとともに、周辺産業の活性化にも大きく寄与する可能性がある。さらに、国民に技術立国
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としての自信・自負と将来社会への大きな希望を与えることも期待される。 

 

３．走行方式について 

走行方式については、これまでの全幹法に基づく調査等において、粘着駆動による電車方

式（以下「在来型新幹線方式」）又は超電導リニア方式の採択が検討されてきたことを踏ま

え、新たな技術である超電導リニア方式の安全性等を含め、両者を比較し、審議を行った。

その結果得られた見解は以下の通りである。 

 

 ① 在来型新幹線方式と超電導リニア方式の性能面の比較 

 (ⅰ) 高速交通機関としての性能の比較 

在来型新幹線方式は、昭和 39 年に東海道新幹線において時速 200km 超の営業運転を世

界に先駆けて実現し、その後世界各国において高速鉄道の建設が進められる契機となった。

東海道新幹線の開業以降も、継続的に技術等の革新努力が積み重ねられ、速達性やエネル

ギー消費等の性能も大幅に改善されてきており、今後もさらなる改善が図られるものと考

えられる。また、開業以来 46 年間、乗車中の旅客の死傷事故は皆無であり、列車の平均

遅延時間が 1 分未満であることなど、安全性及び信頼性の観点で優れた実績があり、地震

対策も含めて、在来型新幹線方式の技術面・ノウハウ面での成熟度の高い蓄積は大いに評

価できるところである。さらに、在来型新幹線方式を採用した場合、東海道新幹線以来築

かれてきた約 2,000km の新幹線ネットワークとの相互接続が可能となること、超電導リニ

ア方式に比べて高速特性が劣る分、建設費用やエネルギー消費の面で利点がある。 

一方、我が国が昭和 30 年代後半から独創性の高い技術開発を進めてきた超電導リニア

方式は、時速 500km での高速走行性能、全速度域にわたる高い加減速性能及び登坂能力な

どの面で高速交通機関として現行の在来型新幹線方式より優れている。加えて、レール上

を車輪で走行する在来型新幹線方式と比較して、超電導リニア方式は、地震時などにおい

て電力の供給が停止された後でも電磁誘導作用により軌道中心に車両が保持されること、

ガイドウェイ側壁により物理的に脱線を阻止できる構造を有することから、安全確保上の

大きな利点がある。なお、鉄道施設の耐震性は、在来型新幹線方式と同様である。 

このように両走行方式ともに優れた点があるが、超電導リニア方式の方が在来型新幹線

方式に比べ費用が高くなるものの、時間短縮等による便益がより大きくなり、費用対効果

の観点からは相対的に有利な選択肢となっている。 

 

 (ⅱ) 超電導リニア方式特有の現象への対応 

騒音、振動、微気圧波及び空気振動など周辺生活環境への影響については、従来から在

来型新幹線方式について定められた環境基準があり、超電導リニア方式についても、これ

らを満たすことを前提として技術開発が行われてきた。超電導リニア方式を採択する場合、

在来型新幹線方式に比べて速度域が高いが、これまでの技術開発の結果、明かりフードの

設置などの必要な対策を実施することにより、超高速走行中であっても、在来型新幹線方

式の環境基準と同等の範囲内に収まる見込みとなっている。 
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また、磁界の影響及びゴムタイヤの使用に関する安全性の確保については、これまでの

技術開発の結果、車体への磁気シールドの設置など磁界の低減方策を取ることにより、磁

界の影響を国際的なガイドラインを下回る水準に抑制することが可能であり、ゴムタイヤ

走行に係る車両の火災対策等についても安全確保のための対応方針が示され、その内容が

小委員会において確認されている。 

 

 (ⅲ) 異常時の対応 

在来型新幹線方式は、これまでの技術面・ノウハウ面での成熟度の高い蓄積により、地

震等の異常時における安全確保について十分な実績を有している。一方、超電導リニア方

式は、これまでの技術的な検討により、地震や大深度地下での火災等の異常時における安

全確保について、整備計画段階での対応方針が示されており、その内容が小委員会におい

て確認されている。 

 

 ② 新たな鉄道技術の確立と海外展開の推進 

超電導リニア方式は、昭和 39 年に東海道新幹線が開業して以来の革新的な超高速輸送シ

ステムであり、我が国の鉄道技術の更なる発展を支えるとともに、超電導技術については、

他分野への応用も期待される。 

また、超電導リニア方式は、超電導磁石を利用することにより、世界最高速度での走行を

可能とする我が国の独創的な走行方式であり、その世界的な鉄道技術の先進性を象徴的に示

すものである。このような走行方式による超高速鉄道の実現は、超電導リニア方式のみなら

ず、我が国の鉄道技術全般の国際競争力を向上させることとなり、我が国の成長にもつなが

る海外展開推進の観点からも極めて重要である。 

 

以上を総合的に勘案し、中央新幹線の走行方式として、超電導リニア方式を採択すること

が適当である。 

 

４．ルートについて 

ルートについては、これまでの調査等において主に伊那谷ルート及び南アルプスルートを

候補に議論されてきた経緯を踏まえて、様々な観点から両ルートを比較した。その結果得ら

れた見解は以下の通りである。 

 

 ① 伊那谷ルート及び南アルプスルートの比較 

伊那谷ルートについては、甲府盆地から諏訪方面を経て伊那谷を経由するもので、既存市

街地に比較的近接することから、沿線旅客の中央新幹線へのアクセス性という面で利点があ

る。一方、南アルプスルートについては、路線延長が短くなり速達性に優れる結果、輸送需

要が相対的に多く、なおかつ建設費用が相対的に低くなる利点が想定される。 

このようにそれぞれの利点を有する両ルートについて、費用対効果分析や空間的応用一般

均衡分析の手法により比較検討した結果、南アルプスルートの方が伊那谷ルートに比べ相対
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的により効率的な投資となることに加え、生産額の増加などの経済効果も大きいことが確認

されている。 

また、仮に中央新幹線の建設主体及び営業主体としての指名を受ける意思を表明している

東海旅客鉄道株式会社（以下「ＪＲ東海」）が両主体となった場合、財務的な事業遂行能力

の観点から、建設費用が低く、なおかつ輸送需要量が大きい南アルプスルートの方が事業リ

スクが低く、さらには大阪開業をより早期に実現する観点からも優位となる。 

 

 ② 南アルプスの長大山岳トンネル建設の技術面での評価 

南アルプスにおける長大山岳トンネルの掘削については、その長大性や施工上の地山の難

度などが判断材料となるが、これまでの整備新幹線等におけるトンネル掘削の施工実績や、

計測技術及び大規模機械の開発等により、工事の安全性及び効率性は顕著に向上してきてお

り、技術的に見て対応可能な範囲にあるものと考えられる。 

建設費用の比較において重要な要素となるトンネル工事費についても、全幹法に基づく調

査の段階において、南アルプスルートの地山等級を最も厳しく設定した上で積算を行ってお

り、両ルートの工事費の想定は合理的に行われているものと判断できる。 

 

 ③ 環境の保全 

山梨県、長野県及び静岡県のうち全幹法の規定に基づき実施された地形・地質等の調査範

囲における自然環境の状況等について調査を行った結果、伊那谷ルート及び南アルプスルー

トともに貴重な自然環境が存在することが確認されており、いずれのルートを採択するにし

ても環境保全には十分な配慮が必要となる。 

概略的なルートを選定する現段階においては、自然環境の保全の観点からいずれかのルー

トを優位づけ、または排除できるものではなく、環境の保全については、今後、環境面で配

慮すべき事項を踏まえた上で、より具体的なルートを設定し、かつ、環境保全のための適切

な措置を実施することにより対処すべきである。 

 

 ④ ルートに関する地域の意見 

沿線自治体へのヒアリング及びパブリックコメントの結果、長野県内からは、伊那谷ルー

トでの整備を望む意見が寄せられた一方で、従来の速達性の高い鉄道サービスが及ばない地

域などから南アルプスルートでの整備を望む意見が寄せられている。また、山梨県からは、

用地買収、周辺生活環境への影響、文化財の保護、在来線に与える影響などの観点から、南

アルプスルートを支持する意見が示されている。 

 

以上を総合的に勘案し、中央新幹線のルートとして南アルプスルートを採択することが適

当である。 
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５．営業主体及び建設主体について 

営業主体及び建設主体については、ＪＲ東海が一部の駅の建設費用を除き、自己負担で東

京・大阪間の整備を行う意思を表明していることを踏まえ、中央新幹線の事業特性及びＪＲ

東海の事業遂行能力の観点から審議を行った。その結果得られた見解は以下のとおりである。 

 

 ① 中央新幹線の事業特性 

中央新幹線の整備は、我が国の三大都市圏間の大動脈輸送を担う東海道新幹線を代替・補

完するとともに、速達性を飛躍的に向上させることを目的とする事業であり、財務的な観点

からも、民間企業が中央新幹線の建設及び運営を自己負担で行うとすれば、収益力の高い東

海道新幹線と一体的に経営を行うことによって可能となる事業である。さらに、当事業には

東海道新幹線の大規模改修工事がその運行に及ぼす影響を低減する効果も期待され、これら

を勘案すれば、東海道新幹線の経営と一体的に行われることが合理的である。 

また、中央新幹線については、上記の通り超電導リニア方式の採択が適当と考えられるが、

日本国有鉄道が昭和 37 年から開始した超電導リニア技術の開発は、国鉄改革以降、公益財

団法人鉄道総合技術研究所及びＪＲ東海が実施してきた経緯がある。 

 

 ② ＪＲ東海の事業遂行能力 

ＪＲ東海は、東海道新幹線の開業以来、安全運行の実績を積み重ねてきており、営業主体

としての事業遂行能力を有すると考えられる。さらに、東海道新幹線の運営費用低減に関し

て得た蓄積を中央新幹線の運営に活用することが期待される。 

ＪＲ東海の建設主体としての事業遂行能力について、技術的な観点からは、平成２年以降

山梨実験線を建設し、現在も延伸工事等を行っていること、走行試験など実験を重ねてきた

ことなどを勘案すれば、超電導リニア方式による鉄道技術を有するものと認められる。また、

財務的な観点からは、同社が東京・大阪間の中央新幹線建設に関する計画として示した長期

試算見通しを小委員会が独自に行った需要予測に基づき検証した結果、現段階で想定できる

範囲内では、ＪＲ東海は十分慎重な財務的見通しに基づいて、名古屋暫定開業時期（平成

39 年（2027 年））および大阪開業時期（平成 57 年（2045 年））を設定しているものと判

断される。仮に想定を上回る収益が上げられれば、大阪開業時期を早めることも期待できる。

一方、今後仮に今般の東日本大震災のような不測の事態が発生し、一時的な収入の低下や設

備投資費用の増加などの事態が生じたとしても、我が国の三大都市圏間の高速かつ大量の旅

客輸送を担う東海道新幹線の安定的な収益力を踏まえれば、債務残高を一定の水準に抑制し

つつ、投資のタイミングを適切に判断することにより、経営の安定性を維持しながら事業を

遂行することが可能と考えられる。 

 

以上を総合的に勘案し、東京・大阪間の営業主体及び建設主体としてＪＲ東海を指名する

ことが適当である。 
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６．整備計画について 

新幹線鉄道路線の整備計画については、全国新幹線鉄道整備法第 7 条第 1 項及び施行令第

3 条の規定により、走行方式、最高設計速度、建設に要する費用の概算額、その他必要な事

項を記載することとされている。中央新幹線の整備計画については、前述の審議結果を踏ま

え、以下の通りとすることが適当である。 

 

建設線 中央新幹線 

区間 東京都・大阪市 

走行方式 超電導磁気浮上方式 

最高設計速度 505 キロメートル／時 

建設に要する費用の概算額 

（車両費を含む。） 

90,300 億円 

その他必要な事項 主要な経過地 甲府市附近、赤石山脈（南アルプス）

中南部、名古屋市附近、奈良市附近 
 （注）建設に要する費用の概算額には、利子を含まない。 

 

７．付帯意見 

これまでの審議において、諮問事項には直接該当しないものの、中央新幹線の整備につい

て特に重要と考えられる事項を付帯意見として示すこととした。これらは一部を除いて中長

期的な検討を要するものであり、今後の中央新幹線整備関係者において留意されることを小

委員会として希望するものである。 

 

 ① 大阪までの早期開業のための検討 

営業主体及び建設主体としての指名が適当としたＪＲ東海の長期試算見通しでは、現時点

で、名古屋開業時期を平成 39 年（2027 年）、大阪開業時期を平成 57 年（2045 年）として

いる。名古屋暫定開業は、三大都市圏を高速かつ安定的に結ぶこと、新しい鉄道技術を実用

化することなどの観点から、一定の中央新幹線の整備効果を発揮するとともに、大阪までの

開業の実現可能性を大幅に高めるものであり、まずは東京・名古屋間の整備を着実に進める

ことが重要である。 

しかしながら、中央新幹線の整備は、東京・大阪間を直結することで初めてその機能を十

分に発揮し、効果を得ることができる事業である。今後我が国が直面する人口減少社会の中

においては、開業時期を前倒しする方がより投資効果が高くなることも確認されており、我

が国経済社会に様々な面で活力を与え得る中央新幹線の整備効果を最大限発揮させるため、

名古屋暫定開業後、大阪開業を出来る限り早く実現させることが極めて重要である。 

したがって、名古屋・大阪間の整備については、今後、経済社会情勢等を勘案しながら、

継続的に早期整備・開業のための具体策を検討すべきである。 

 

 ② コストダウンの重要性 

超電導リニア方式の高速鉄道は、速達性向上の効果が大きいものの、在来型新幹線方式に

比べ、高額の整備費用及び維持運営費用を要するものである。これらの大幅なコストダウン



事 1-8 

は、建設主体及び営業主体が安定経営を確保しつつ、中央新幹線を名古屋まで着実に整備し、

さらに名古屋開業後大阪まで可及的速やかに整備するため、また、超電導リニア方式が国際

競争上の優位性を確保していくためにも極めて重要である。これまでも、超電導リニア方式

の技術開発においてコストダウンへの取り組みがなされてきたところであるが、今後とも引

き続き、建設主体及び営業主体は、電気、車両、土木、運転すべての分野にわたって技術開

発によるコストダウンに最大限努めることが極めて重要である。加えて、国等においてもコ

ストダウンのための技術開発の支援等を行っていくことが重要である。 

 

 ③ 国際拠点空港との結節性の強化 

中央新幹線の整備により三大都市圏が約１時間で結ばれる効果を最大限活用し、今後、我

が国の国際競争力を維持向上させるためには、三大都市圏における中央新幹線の駅と国際拠

点空港（国際拠点空港化が進められている東京国際空港を含む。）の間のアクセスの利便性

を十分に確保することが極めて重要である。 

 

 ④ 環境への配慮 

今後の具体的なルートの設定においては、小委員会による沿線の自然環境の現況等に関す

る概略的な調査で明らかとなった配慮事項及び土地利用の現状・地形などの制約要因を踏ま

えた上で、沿線の環境に関してより細かな環境調査等を実施し、環境の保全に十分配慮する

ことが必要である。このため、建設主体としての指名が適当としたＪＲ東海は、早期段階か

ら適切な環境配慮措置を取るべきであり、関係自治体との調整を含めた準備を継続して進め

るべきである。 

さらに、環境影響評価の実施、工事実施段階の環境影響への配慮及び開業後も含めたモニ

タリングの実施など、その後の事業の各段階において適切な環境配慮措置が行われるべきで

ある。 

 

 ⑤ 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下「鉄道・運輸機構」）の技術力等の

活用 

鉄道・運輸機構は、新幹線鉄道整備を含め我が国で最も鉄道建設の経験が蓄積されている

機関であり、中央新幹線のように大規模な鉄道整備を円滑に進めるためにはその協力が必要

不可欠である。建設主体としてはＪＲ東海が適当であるが鉄道施設の整備における鉄道・運

輸機構の技術力等が積極的に活用されるべきである。 

 

 ⑥ 中央新幹線の整備効果拡大のための駅の整備のあり方について 

超電導リニア方式の超高速特性及び中央新幹線の整備効果を最大限に活かすためには、全

幹法の趣旨に合致する範囲内で途中駅の設置数を最小限に留めると同時に、駅のアクセス圏

を従来の鉄道駅に比べて格段に拡大することが重要である。 

このため、途中駅の立地場所を選定する際には、既存市街地への近接性や在来鉄道との結

節性のみならず、高規格道路との結節性やパーク＆ライド用の駐車場空間確保の容易さなど
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にも十分に配慮する必要がある。また、中央新幹線整備が既存の交通機関に与える影響も考

慮しながら、中央新幹線と既存の在来線及び高速バスなど他の交通機関との運行面での連絡

その他サービス面の連携、駐車場その他駅周辺施設の整備など、ソフト・ハード両面で結節

性強化を図ることにより途中駅を地域の「高度なトランジットハブ」として機能させること

が極めて重要である。 

また、途中駅は、超電導リニア方式の超高速特性から、各地域における空港に類似した役

割を担うことが想定され、地域の玄関口としてふさわしい魅力のある駅が整備されることが

望まれる。 

加えて、三大都市圏に設置されるターミナル駅についても、今後の大都市圏の国際競争力

強化及び地球環境保全等の必要性を踏まえ、前述の国際拠点空港とのアクセス機関を含めた

他の公共交通機関との接続、駅の周辺や地下など駅関連空間の高度利用が積極的に図られ、

我が国の玄関口として、かつ、新しい時代の高速鉄道のターミナル駅としてふさわしい魅力

のある駅が整備されることが望まれる。 

 

 ⑦ 駅の設置に関する沿線地域との協力の重要性 

上記の駅の整備のあり方を踏まえつつ、中央新幹線の円滑かつ効果的な整備及び駅を中心

とする地域の望ましい開発整備を実現するためには、沿線地域及び中央新幹線の建設主体等

による協力関係を早期に構築することが極めて重要である。このため、まずは今後行われる

環境影響評価の過程の中で、建設主体は駅の位置の設定について、沿線地域に対しその合理

性を示しながら調整に臨むとともに駅のアクセス圏拡大等に配慮し、沿線地域の発展に資す

るよう最大限努力をすべきである。一方、各沿線地域においては、地下空間も含めた土地の

利用状況、地形・地質などの制約要因に加え、建設主体が民間企業として、とりわけ大阪早

期開業のため最大限コスト低減に努める必要があることなどに配慮することが期待される。 

このように、沿線地域と建設主体が駅の位置などに関する調整の過程で十分に意思疎通を

し、具体的な駅及び周辺の整備について認識を共有しながら、協力関係を構築することが強

く期待される。なお、駅の位置については、建設主体が案を提示して沿線地域と調整するこ

とが適当な事項であるが、国は事業の進行管理の観点から必要と認められる場合は、両者に

よる調整を支援すべきである。 

そのうえで、建設主体は、各駅の具体的な建設費用等を精査し、かつ、沿線自治体が駅周

辺の整備を担うことも勘案しながら、駅の建設費用負担について自らの考え方を示すべきで

ある。仮に、その考え方では関係者間で合意が得られない場合、合理的な負担のあり方につ

いて、その検討への国の関わり方も含めて、調整が行われることが望まれる。 

 

 ⑧ 中央新幹線の整備効果を踏まえた沿線地域の交通体系の検討 

中央新幹線の整備は、既存の各沿線地域の交通体系にも大きな影響を与えることから、各

沿線地域の利便性の維持・向上を図るため、国、建設主体及び営業主体、沿線自治体並びに

沿線交通事業者等による検討の場において、前述した駅アクセス圏の拡大方策を含めて、中

央新幹線の整備効果を最大限に波及させる方策を検討すべきである。 
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 ⑨ 戦略的な地域づくりの重要性 

中央新幹線の整備は、三大都市圏間及び三大都市圏へのアクセスの利便性を飛躍的に向上

させ、地域の活性化をもたらす可能性のある一方、更なる東京一極集中を招く可能性も有し

ている。中央新幹線の沿線地域は、中央新幹線が開業すれば地域が活性化するという発想に

立つのではなく、中央新幹線の開業を見据え、旅客及び時代のニーズを踏まえ、地域特性を

活かした産業や観光の振興など、地域独自の魅力を発揮する地域づくりを戦略的に実施して

いくことが極めて重要である。 

とりわけ、これまで人口の転出減少が続いてきた関西圏については、本来有している潜在

力を発揮し、関西経済を再生することが求められているが、中長期的な関西経済活性化のた

めの中央新幹線の具体的活用方策を関西圏全体で検討し、戦略的な地域づくりを行うことが

極めて重要である。今後、関西圏における中央新幹線整備の意義について、議論が活性化す

ることが期待される。 

 

 ⑩ 中央新幹線の整備効果を踏まえた国土政策及び交通政策全般の検討 

中央新幹線の整備は、我が国の経済社会、国民生活及び国土構造に極めて大きな影響を与

えるものであることから、国土交通省においては、中央新幹線の整備効果を踏まえて、国土

政策及び交通政策全般について検討されることが望まれる。 

 

８．むすびに 

平成 23 年 3 月 11 日、小委員会においては審議の最終局面を迎えていた折、不幸にも東日

本大震災が発生し、多くの人々が被災された。犠牲になられた方々に対し、衷心よりご冥福

をお祈りするとともに、被災者の皆様方に対し、心よりお見舞いを申し上げる。 

この戦後最大の国難とも言える未曾有の大災害は、小委員会としても、我が国の自然災害

リスクの大きさとそれに備える防災対策の重要性を痛感させられたと同時に、旅客や物資輸

送の代替路線の重要性も改めて認識させられる出来事であった。 

震災から二月余りが経過した現在、東日本大震災による深い傷跡が各方面で残る一方、復

旧・復興に向けた歩みも踏み出されつつある。三大都市圏を直結する中央新幹線の整備は、

被災地の復興に直接的に寄与するものではないが、災害に強い国土の形成及び我が国の中長

期的な経済復興に貢献することが可能な事業である。小委員会として、被災地の復興を心か

ら願うとともに、中央新幹線の整備についても、東日本大震災の教訓を踏まえながら着実に

進められ、我が国の経済社会全体の復興の一助となることを切に望む。 
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2 路線概要（縦断計画） 

本事業の路線概要（縦断計画）を図 2-1 に示す。 
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図 2-1(1) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(2) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(3) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(4) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(5) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(6) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(7) 路線概要（縦断計画） 
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図 2-1(8) 路線概要（縦断計画） 
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3 工事計画 

3-1 工事位置 

工事位置を図 3-1-1 に示す。 
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図 3-1-1 工事位置図 
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3-2 工事工程 

工事工程を表 3-2-1 に示す。 
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表 3-2-1 工事工程表 

場所

掘削、支保工

路盤工

10年目4年目 5年目 6年目 9年目1年目 2年目 3年目 8年目7年目

Ａ地区
（非常口、坑口）

11年目 12年目

ガイドウェイ設置工

電気機械設備工

造成工

覆工

工種

インバート工

ずり処理工
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3-3 建設機械の台数について 

建設機械の台数を表 3-3-1 に示す。 
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表 3-3-1 建設機械台数 

工　　種 機種 規格

クレーン付トラック 2.9ｔクレーン付4t積トラック
ラフテレーンクレーン 25t吊
バックホウ 0.8m3
バックホウ 0.45m3
ブルドーザー 11ｔ
ダンプトラック ダンプトラック 10t
ダンプトラック トンネル工事用排出ガス対策車 10t
ドリルジャンボ トンネル工事用排出ガス対策型 3ブーム2バケット（ホイール式）ドリフタ質量210kg級

ドリルジャンボ トンネル工事用排出ガス対策型 2ブーム1バケット（ホイール式）ドリフタ質量210kg級

大型ブレーカ  トンネル工事用排出ガス対策型油圧式1,300kg級
ホイルローダ トンネル工事用排出ガス対策型 3.0m3級
ホイルローダ トンネル工事用排出ガス対策型 2.3m3級
ダンプトラック トンネル工事用排出ガス対策車 23t
火薬運搬車 1ｔ車
コンクリート吹付け機 湿式吹付・R一体型・C搭載型・吐出量8～22.m3級
トラックミキサー車 4.4m3
ラフテレーンクレーン 16t吊

 モルタル注入機台車兼ロックボルト運搬車 トラック 2t積
エンジンウェルダー 300A　
トラックミキサー車 4.0m3
高所作業車 トラック型 12m
ローリー車 2t
コンクリートポンプ車 黒鉛浄化装置付 圧送能力 45m3/h
ラフテレーンクレーン 16t吊
クレーン付トラック 2.9ｔクレーン付4t積トラック
高所作業車 トラック型 12m
ローリー車 2t
大型ブレーカ 油圧式 1,300kg級
バックホウ 0.8m3
ダンプトラック トンネル工事用排出ガス対策車 23t
ラフテレーンクレーン 25t吊
クレーン付トラック 2.9ｔクレーン付4t積トラック
ラフテレーンクレーン 16t吊
高所作業車 トラック型 12m
ローリー車 2t
バックホウ 0.7m3
バックホウ 1.2m3
ラフテレーンクレーン 16t吊
クレーン付トラック 2.9ｔクレーン付4t積トラック
エンジンウェルダー 300A　
バックホウ クローラ型 0.8m3
ダンプトラック ダンプトラック 10t
コンクリートポンプ車 90～110m3/h
クレーン付トラック 2.9ｔクレーン付4t積トラック
ラフテレーンクレーン 25t吊
ラフテレーンクレーン 16t吊
バックホウ 0.8m3
ダンプトラック ダンプトラック 10t
高所作業車 トラック型 12m
ローリー車 2t

ガイドウェイ設置工 GW架設車
保守用車 ダクト蓋敷設車
保守用車 作業員輸送車
保守用車 汎用
トラッククレーン 100t吊
ラフテレーンクレーン 16t吊
ケーブル延線車
ダクト蓋布設車
保守用車（移動用）
小型電気工事用車
位置検知調整車
ブルドーザー 11t
振動ローラー 10t
バックホウ 0.7m3
バックホウ 1.2m3
クラッシャ

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0
0 0 0 0 0 100 260 50 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 100 260 50 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 50 130 25 105 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 20 20 0 0 0 0 0 0

0 0 56 308 0 0 0 0 0 0 0 0 37 391 44 280 27 248 19 75 0 0 0 0
0

0

28 219
28 219

168 880
14 14

112 1,277
112 1,277

56

0 0 0

27

0 0 0 0 0 0 0 37 385 44 255 27 213 19 75 0

0

19 75 0

572
56 572
112 1,144

0

0 0 0

1 2 0 0 0 0
213 19 75 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 56 672 107 723 93 1,057 77 703 27
2220 0 0 0 0 0 0 56 672 107 723 93 1,063 77 728

0 0 0 0 0 0 0 4 9 3 9 4 16 3 14 2 4
0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 5 10 3 18 6 21 2 8 2 5 0 0 0 0

0 0 56 308

19 75 0 0 0 0
137 302 165 1,463 109 1,183 129 1,159 84 991 140 1,138 93 1,063 77 728 27 213 19 75 0 0 0 0

264 165 1,463 109 1,183 112 1,129 84 991 140 1,138 93 1,057 77 703 27 213

0 0
0

0 0
0 0
0 0

0

0 0 11 18 0 0 0 0 8 8 28 298 53 222 28 117

14 1426 106

0 0

280 140 1,440 84 1,008 140 1,156 196 2,319 314 2,650 336 3,853 286 2,885 124 1,048
56 226 0 0 0 0

308 3,136

26 50

22 44

0

84 402 0 0 0 0

0
0 0

308 2,448 364 3,926 539
264 165 1,615 109 1,183 112 1,095 140 1,655 213 1,860 224 2,509 185 1,765 76 692

280 1,764 0
28 50 0 0 0 0

0 0 0
943 53 511 81 618 56 672 112 1,070 112 1,165 84 645 28 336

3,149 700 7,756 868 7,998 367 3,279

672 56 477 84 983 101 790 112 1,344 112 1,120 48 356 28 176 0 0
264 165 1,615 109 1,183 112 1,095 140 1,655 213 1,860 224 2,509 185 1,765 76 692 56 226 0 0 0 0

847 150 1,335 139 1,661 265 2,561 265 2,724 195 1,491 65 778 65 116 0 0
168 112 1,344 112 1,344 128 1,025 190 2,225 271 1,893 306 3,660 334 3,235 141 1,129 90

3,149 2,377 349 2,317 196 2,212 672 5,696 728 7,953 672 5,344 308 3,388 308 554

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0
566 0 0 0 0

667 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

208 109 943 53 511 53 270 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
672 112 825 140 1,655 213 1,860 224 2,509 185 1,765 76 692 56 226 0 0

475 4 10 3 6 9 27 3 3 3 12 3 3 9 15 6 6 3

ずり処理工

0

掘削、支保工

覆工

137

0

0
0
0

6 0 0 0 0
1,367 193 2,254 310 2,604 320 3,557 267 2,674 126 1,217 99 459 0 0 0235

106
184
109
184
299
271
56
193
137
28
109
84
137
112

0

69

0

0
0

0
0

0
0

0 0

0 0
0 0

44 44
8 24
20 60

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
0 0

0 0

0

0

0
0 0
0 0

0
0 0

0

0

12年目

最大台数/月 総台数/年

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

0

0 0

0 0

0

0

88 88

0 0

0 0
0 0

8 16
20 40

26 77

22 110

0 0

0 0
0

0 0

204

0

64 96

396 660

9 45

30 60
6644

0

0 0

0 0
0 0
0 0

22 60
64 96

22 132
9 54

28 196

26 115

26 115

0 0
28 168

56 438
7 7

44 44

28 196

28 196

4 24

44 66

264 616
8 22
20 30

30 52
64 64

22 110
9 45

28 336

4 6
10 10

52 219

52 219

0 0
56 364

88 88

28 336

28 336

4 20

44 44

396 616

84 440
84 440

44 44

28 336
28 336
56 672

4 8

0 0
0 0

64 64

440 704

9 18
44 44
38 60

26 295

26 295

56 672

7 7

0 0

112 1,064
112 1,064
224 2,128

0

0 0
0 0
0 0

0

0 0
0 0

8 8

8 8

0 0
56 672

224 2,554
10 10

0 0

28 336
28 336
56 672

0 0

0 0
0 0

0
0 0

0
0 0
0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

28 336
28 336
56 672

0 0
0

0 0
56 672

146 1,378
10 10

73 689
73 689

0

0

0 0

28 336
56 532

0 0

0 0
0 0
0 0

0 0
0 0

28 336

7 14

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

56 672

0 0
0 0

0
0 0
0 0

0
0

0
0
0

0

28
28
28

0

0 0

0 0
56 672

0 0
0 0

0 0

0
0
0
0
0
0

336
336

0

0 0

0

0 0

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

56 672

0 0

56 560

0 0
0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
0 0

0 0

0 0

28

0

0 0

0 0
0 0

5 5

0 0
0 0

336
28 336
28 336
0 0
0 0

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

0

0 0
0

56
28 56
28 56
0 0
0 0

0
0

0
0
0

0 0
0

0
0 0
0 0
0 0

0

0 0
0

56

0

0 0

168 2,016

0 0
0 0

0 0
0 0

0 0
0 0

0

0
0 0

1,318 170 1,679

0
0 0

0 0
0 0

0 0
0 0

0 0
0 0

0 0
0 0

0 0
0 0

0 0

0

造成工

インバート工

路盤工

0
0

0 0 62 461

0 0

112 1,120
56 672

0
0

0

94

0
0 0

112 224
28

0 0

0
24 29 0 053 553 43 270 28 3200 0 0 0 26 26

0 0
0 0

0 0
0 017 62 20 24 10 190 0 14 21 10 22

0 00 13 121 0 026 281 26 248 39 2470

0241 2,504 110 1,034 84 402140 1,655 258 1,978 280 3,181

0 0 0

総台数/年

288 2,259 280 3,310224 560

118 1,248 156

76 0 0
1,008 112 1,030

1865 723 59 570 33 20028 195 33 338 65 462
0

総台数/年 最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年

143 436 11 104 11 94
152 1,384 112 452 0 0398 3,563 420 4,682 342 3,370

最大台数/月

140 224 2,156

280 2,880

112 280 140

208 109

総台数/年

9年目 10年目 11年目1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年最大台数/月

56 672 56

552 0 0 0

489 411 265

376 193 1,711 81

56 56 672 56

場所

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

電気機械設備工

28 28 336
28 336

0

最大台数/月 総台数/年 最大台数/月

1,440 84

28 212 0
40 0

322
13387

930

336
0 0

28 336
0 0

0
28 196 28 336 28 336 28 336
28 196 28 336 28 336 28 3360

56 672 56 364 0 0 0 0
0 0

28 336 28 168 0 0 0 0

0 20 21 0 0 6 16 0 0 0 0 0 0 2 3 112 130 1 1 23 46 0 0
0 0 20 20 0 0 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0 92 188 0 0 23 46 0 0
0 0 20 20 0 0 20 20 0 0 0 0 0 0 0 0 92 188 0 0 23 46 0 0

2 2 0 0 0
0 0 28 28 0 0 0 0 0 0 0 0 21 21 21 133 14

0

Ａ地区
（非常口、坑口）

63 2 2 0 0 0 0
0 0 28 40 0 0 53 109 0 0 0 0 21 21 21 156 40 137
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3-4 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行台数について 

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行台数を表 3-4-1 に示す。 
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表 3-4-1 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行台数 

総台数/年 最大台数/月 総台数/年
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 11年目 12年目

最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年
10年目

最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年 最大台数/月 総台数/年最大台数/月 総台数/年 最大台数/月

4 88,059 76,374 5,654 38,125 2,532 20,127 335 1,2757,136 84,084 8,037 88,806 8,548 97,248

最大台数/月 総台数/年

5,239 14,861 6,873 73,154 4,468 52,996 6,341 55,753

場所

Ａ地区
（非常口、坑口）
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4 地形・地質等調査についての報告書の概要 

昭和 62 年 11 月 5 日付（官鉄監第 312 号）「中央新幹線のうち甲府市付近、名古屋市付近間

の山岳トンネル部に係る区間の調査について」及び平成 2 年 2 月 6 日付（官鉄監第 583 号及び

583 号の 3）「中央新幹線東京都・大阪市間の地形、地質等に関する調査について」による運輸

大臣の調査指示に基づき、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下「鉄道・運輸

機構」という）は国庫負担、東海旅客鉄道株式会社（以下「ＪＲ東海」という）は自己負担に

より、当該区間の地形、地質等について調査を実施し、平成 20 年 10 月 22 日に国土交通大臣に

提出した。以下に今回選定した路線に関わる区域について概要を示す。 

 

4-1 調査範囲の設定 

調査を行うにあたっては、最初に全国新幹線鉄道整備法第 4 条により定められた基本計画（昭

和 48 年 11 月 15 日 運輸省告示第 466 号）を踏まえ、市販地形図を用いて幅 20km、東京都か

ら大阪市間で概ね 12,000km2程度の帯状の調査範囲を以下のように設定し、100 万分の 1 の調査

範囲図を作成した。そのうえで、調査範囲の必要部分について、詳細な地形図をもとに、地形、

地質調査、土地利用の状況等の資料調査、施工方法の検討等を行った。なお、甲府市附近から

名古屋市附近間については、昭和 49 年 7 月 16 日付（鉄政第 162 号）の運輸大臣指示に基づい

て国鉄が実施した地形、地質調査の報告書を踏まえ、3 つの調査範囲を設定した。 

 (1)東京都から甲府市附近間の調査範囲（概ね 2,400km2） 

 (2)甲府市附近から名古屋市附近間の調査範囲 

  ・甲府市附近から木曽谷を経て名古屋市附近へ至る調査範囲（概ね 4,600km2） 

  ・甲府市附近から伊那谷を経て名古屋市附近へ至る調査範囲（概ね 4,900km2） 

  ・甲府市附近から南アルプス(赤石山脈)を経て名古屋市附近へ至る調査範囲 

                                                               （概ね 3,700km2） 

 (3)名古屋市附近から奈良市附近間の調査範囲（概ね 2,300km2） 

 (4)奈良市附近から大阪市間の調査範囲（概ね 800km2） 

 

4-2 地形、地質の状況 

地形、地質については、既往文献の調査と多数の実地調査を実施する等、精密な調査を行っ

た。具体的には、既刊の地質専門書、論文の調査に加え、道路建設・導水路建設等実際に行わ

れた工事の地質に関する記録からの調査、さらには実地に地形や露頭の確認が必要な箇所につ

いては地表踏査（面積計 約 5,700km2、うち鉄道・運輸機構 約 1,200km2、ＪＲ東海 約 4,500km2）、

断層や地質分布の確認が必要な箇所については弾性波探査（計 73 箇所・測線延長計 約 165km、

うち鉄道・運輸機構 43 箇所・約 77km、ＪＲ東海 30 箇所・約 88km）、主要地質の性状及び帯

水状況等の直接確認が必要な箇所についてはボーリング調査（計 280 箇所・総延長計 約

29,000m、うち鉄道・運輸機構 150 箇所・約 13,000m、ＪＲ東海 130 箇所・約 16,000m）を実施

した。 

なお、急峻で大規模な山脈である南アルプスについては、国鉄の調査結果を参考に、ＪＲ東

海が水平ボーリング等を実施して地質の確認を行った。 



事 4-2 

これらの調査に基づき、総括地質平面図（20 万分の 1）を作成した。 

 

4-2-1 東京都から甲府市附近間 

東京都から甲府市附近は、日本最大の平野である関東平野のうち、東京湾西岸の低地より

武蔵野台地、多摩川低地、多摩丘陵及び相模野台地、その西側の丹沢山地及び関東山地南部

と、それに隣接する御坂山地を中心とする地域である。 

 

(1) 関東平野南部 

関東平野南部は、多摩川が形成した扇状地が浸食された武蔵野台地、また河川の氾濫原や

三角州として形成された多摩川低地等からなる地域である。地質は、上総層群（砂、シルト

及びこの互層）を基盤とし、東京層（礫、砂、シルト）、関東ローム層（粘土化した火山灰

層）、沖積層（礫、砂、粘土）から形成されている。台地を構成する東京層、関東ローム層

は比較的安定した地盤である。特に東京層の基底部には東京礫層が比較的浅い位置に分布し、

支持層として利用されている。 

 

(2) 多摩丘陵・相模野台地 

多摩丘陵は海成の地層が隆起して出来た標高 40～200m 程度の丘陵地であり、丘陵上には海

成段丘及び河成段丘群が分布する。地質は上総層群（砂、シルト及びこの互層）が主体で、

帯水層を形成している未固結から半固結の砂層や、半固結から固結のシルト層が分布してい

る。 

相模野台地は相模川により形成された扇状地性の台地であり、台地上には数段の段丘面群

が発達する。地質は上総層群を基盤とし、段丘堆積物（礫、砂）及び関東ローム層（粘土化

した火山灰層）がその上を覆う。 

 

(3) 丹沢山地・関東山地南部 

丹沢山地は神奈川県北西部に、関東山地南部は神奈川県北端部から山梨県の北東部にかけ

て位置し、標高 1,500～2,000m 程度の山岳地域である。丹沢山地の地質は丹沢層群（凝灰角

礫岩、礫岩等）及び西桂層群（凝灰角礫岩、礫岩、砂岩、泥岩）であり、関東山地南部に分

布する四万十帯小仏層群（粘板岩、砂岩）とは、藤野木・愛川構造線で接している。 

 

(4) 御坂山地 

丹沢山地の西側から富士川の東にかけ、富士五湖の北側に東西に細長く隆起した山地であ

り、南斜面は急傾斜で北斜面は緩やかな形状をしている。地質は、四万十帯小仏層群（粘板

岩、砂岩）と御坂層群（安山岩、玄武岩、凝灰角礫岩、泥岩等）に、花崗閃緑岩が貫入して

いる。また、山地南東部に藤野木・愛川構造線が存在し、丹沢層群との境界をなしている。 
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4-2-2 甲府市附近から名古屋市附近間 

甲府市附近から岐阜県にかけては、日本の屋根と呼ばれる南アルプス及び中央アルプス（木

曽山脈）、八ヶ岳連峰等を中心とする標高 2,000～3,000m 級の山々が南北に連なる地域であ

る。これらの山脈を源として、富士川（上流は釜無川）、天竜川、木曽川等の河川が発達し、

河川沿いの内陸盆地として甲府盆地、諏訪盆地、伊那谷等が形成され、その周辺には多くの

扇状地、河成段丘が発達する。岐阜県から名古屋市附近にかけては、美濃高原、三河高原及

び濃尾平野の東部からなる地域である。 

当該地域の地質は、地域内を貫く中央構造線と糸魚川・静岡構造線によって、大きく西南

日本外帯、西南日本内帯、フォッサマグナ地域に区分され、地質的に顕著な差異がある。西

南日本外帯は南アルプスを中心とした地域で、南北方向に堆積岩や変成岩類が分布している

ことが特徴であり、西南日本内帯は、中央アルプスより美濃高原、三河高原にかけての地域

を含み、花崗岩類が広く分布することが特徴である。また、フォッサマグナ地域は糸魚川・

静岡構造線の東側に位置し、火山性活動による火砕流堆積物等が広く分布している。また、

甲府市附近から名古屋市附近間には、中央構造線、糸魚川・静岡構造線や奈良井断層、上松

断層、伊那谷断層、阿寺断層、屏風山断層等の活断層のほか、御荷鉾構造線、仏像構造線等

の地質構造境界をなす断層が存在している。 

 

(1) 甲府盆地 

甲府盆地は、その北方を除き、周囲を断層崖で仕切られた東西約 25km、南北約 15km の構

造盆地である。盆地内には北東から笛吹川、北西から釜無川、その他の河川が流入し盆地西

南隅に集まって富士川となり、流域には笛吹川扇状地、御勅使川扇状地等の扇状地形が発達

している。盆地内の標高は 250～400m 程度であり、周辺には曽根丘陵、市之瀬台地がある。

地質は、玉石を含んだ沖積層（礫、砂、粘土）が分布し、その下には洪積層（礫、砂、シル

ト）が火砕流堆積物とともに厚く盆地全体に堆積し、地下水も豊富である。また、盆地南縁

部に位置する曽根丘陵には曽根層群（礫、砂等）が分布し、北側の山麓部は太良ヶ峠火山岩

類と水ヶ森火山岩類（ともに安山岩、凝灰角礫岩）が分布している。曽根丘陵には曽根丘陵

断層が存在する。 

 

(2) 巨摩山地 

山梨県南西部の富士川とその支流の早川に挟まれた地域に位置し、櫛形山、源氏山等の標

高 2,000m 級の山々が連なる山岳地帯である。地質は、糸魚川・静岡構造線の東に分布する巨

摩層群の櫛形山累層（凝灰角礫岩、泥岩等）及び桃の木累層（礫岩、砂岩、泥岩）からなる。 

 

(3) 南アルプス・伊那山地 

富士川支流の早川流域と天竜川流域間に位置する山岳地域で山梨県、静岡県、長野県にま

たがっている。地形隆起により、塩見岳、荒川岳、赤石岳、聖岳等の標高 3,000m 級の山々で

複数の稜線が形成され、それらは早川、大井川、小渋川、青木川等により南北に深い縦谷が

刻まれ、急峻な地形となっている。そのため、地すべり地や崩壊地が分布し、大井川、青木
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川流域には一部に大規模なものも見られる。地質は、比較的硬質で良好な堆積岩である巨摩

層群の櫛形山累層（凝灰角礫岩等）、四万十帯（粘板岩、砂岩、チャート、緑色岩）、秩父

帯中古生層（粘板岩、砂岩、チャート、石灰岩等）、三波川帯変成岩類（黒色片岩、緑色片

岩等）及び御荷鉾緑色岩類（ハンレイ岩、蛇紋岩等）、領家帯変成岩類（片麻岩等）、領家

帯花崗岩類が分布している。四万十・秩父・三波川の各地質帯は南北に帯状構造を呈してお

り、東から糸魚川・静岡構造線、仏像構造線、御荷鉾構造線、中央構造線によって区切られ

ている。 

 

(4) 中央アルプス南縁部・土岐川沿い 

長野県南部から岐阜県南東部に位置し、恵那山を代表とする標高 1,500～2,000m 程度の中

央アルプス南縁部と、美濃高原、三河高原を流れる土岐川・木曽川流域の比較的標高の高い

丘陵地帯である。地質は、恵那山周辺では比較的良好な領家帯花崗岩類や濃飛流紋岩類が分

布するほか、領家帯変成岩類（片麻岩等）や美濃帯中古生層（粘板岩、砂岩）が分布してい

る。北西麓では、領家帯花崗岩類や濃飛流紋岩類を瀬戸層群（礫、砂、シルト）や扇状地堆

積物（礫、砂等）が厚く覆っている。また、清内路峠断層、阿寺断層及び屏風山断層等が周

辺に存在する。土岐川・木曽川流域とその周辺には、堅硬な美濃帯中古生層（粘板岩、砂岩

等）、領家帯花崗岩類、濃飛流紋岩類が基盤として分布し、これを瑞浪層群（礫岩、砂岩、

泥岩）、瀬戸層群（礫、砂、シルト）、扇状地堆積物（礫、砂等）、崖錐堆積物（礫、砂等）

が覆っている。土岐川左岸では屏風山断層が並行し、瀬戸層群、扇状地堆積物、崖錐堆積物

が厚く分布するが、右岸では比較的薄い。 

 

(5) 濃尾平野東部 

濃尾平野は、木曽・長良・揖斐川等の大河川によって形成された広大な平野であり、北東

の岐阜・愛知県境附近から南西の愛知・三重県境附近にかけ、大規模な扇状地、自然堤防と

氾濫原、三角州地帯の順に典型的な沖積地形が分布している。濃尾平野東部には美濃高原、

三河高原から続く丘陵や、木曽川が形成した扇状地や段丘、そしてこれらを削って流れる庄

内川、矢田川等の周辺に沖積低地が分布する。地質は、丘陵部においては比較的締まった瀬

戸層群（礫、砂、シルト及びこの互層）が、段丘部では海部・弥富累層（礫、砂、シルト及

びこの互層）、熱田層（砂、シルト及びこの互層）が分布する。また、低地部の表層におい

ては、沖積層（礫、砂、粘土）が分布している。これらの地層は東から西へ傾斜し、西側ほ

どより厚くなる傾向にある。 

 

4-3 土地利用の状況 

路線の設定・建設にあたっては、各地域における土地利用との調整が必要になることから、

各都府県が定める土地利用計画に基づき、地域の利用区分等について調査した。 
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4-3-1 東京都から甲府市附近間 

(1) 関東平野南部・多摩丘陵・相模野台地 

大半が市街化区域で、市街化・住宅地化が高度に進展している。また、多摩川南岸の丘陵

部に東京都立多摩丘陵自然公園がある。 

 

(2) 丹沢山地・関東山地南部・御坂山地 

森林地域が主体となっており、平地においては農業地域が点在している。丹沢山地中央部

には丹沢大山国定公園があり、その周辺部には神奈川県立丹沢大山自然公園がある。関東山

地南部には秩父多摩甲斐国立公園、明治の森高尾国定公園、東京都立滝山自然公園、東京都

立高尾陣馬自然公園及び神奈川県立陣馬相模湖自然公園がある。また、御坂山地南東部には

富士箱根伊豆国立公園、西部には山梨県立四尾連湖自然公園がある。 

 

4-3-2 甲府市附近から名古屋市附近間 

(1) 甲府盆地 

盆地の中央部は市街化区域となっており、その中でも北部の地域を中心に市街化・住宅地

化が進展している。その他の地域には農業地域が広がっている。北部には秩父多摩甲斐国立

公園がある。 

 

(2) 巨摩山地 

森林地域が主体となっており、平地に農業地域が点在している。南北に山梨県立南アルプ

ス巨摩自然公園がある。 

 

(3) 南アルプス・伊那山地 

全域にわたり森林地域であり、山梨県と静岡県の県境及び静岡県と長野県の県境に南アル

プス国立公園があり、長野県側には天竜奥三河国定公園、長野県立天竜小渋水系自然公園が

ある。 

 

(4) 中央アルプス南縁部・土岐川沿い 

中央アルプス南縁部は、森林地域が主体となっており、平地に農業地域が点在している。

土岐川沿いは、一部の地域では市街化・住宅地化が進展し、そのまわりに農業地域、森林地

域が広がっている。中央アルプスには長野県立中央アルプス自然公園が、美濃高原、三河高

原には飛騨木曽川国定公園、愛知高原国定公園、岐阜県立胞山自然公園、岐阜県立恵那峡自

然公園、岐阜県立土岐三国山自然公園がある。 

 

(5) 濃尾平野東部 

大半が市街化区域で、南部を中心に市街化・住宅地化が高度に進展している。 
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4-4 各地域における施工上の留意点とそれを克服する土木工事技術 

4-4-1 各地域における施工上の留意点 

「4-2 地形、地質の状況」及び「4-3 土地利用の状況」を踏まえて考えられる各地域にお

ける路線の設定及び施工にあたっての留意点は、次のとおりである。 

 

(1) 東京都から甲府市附近間 

 1) 関東平野南部・多摩丘陵・相模野台地 

大都市部の市街地及び住宅地等を通ることから、地上への影響をできる限り少なくするた

め大深度地下を利用したトンネルとすることが望ましい。その施工に際しては、上総層群（砂、

シルト及びこの互層）のシルト層に挟まれた砂層が未固結で地下水を伴う場合は湧水による

地山の自立性の問題や流砂現象が発生する恐れがある。 

 

 2) 丹沢山地・関東山地南部 

四万十帯小仏層群（粘板岩、砂岩）、丹沢層群（凝灰角礫岩、礫岩等）及び西桂層群（凝

灰角礫岩、礫岩、砂岩、泥岩）は比較的良好な地質であるが、藤野木・愛川構造線の周辺は

幅広く破砕されている。地形上多くはトンネルと想定され、その施工に際しては、構造線の

周辺では岩盤劣化に伴う地圧や大量の湧水が発生する恐れがある。 

 

 3) 御坂山地 

花崗閃緑岩及び御坂層群（安山岩、玄武岩、凝灰角礫岩、泥岩等）は、全体的に比較的良

好な地質である。地形上多くはトンネルと想定され、その施工に際しての問題は少ない。 

 

(2) 甲府市附近から名古屋市附近間 

 1) 甲府盆地 

釜無川、笛吹川等の氾濫原であることから洪積層（礫、砂、シルト）が厚く分布し、地下

水位が全体的に高い。地形上多くは明かりと想定され、基礎工施工に際しては、支持力確保

のため大規模な構造になる可能性がある。 

 

 2) 巨摩山地 

巨摩層群の櫛形山累層（凝灰角礫岩、泥岩等）は比較的良好な地質であり問題が少ないが、

これに介在する桃の木累層（礫岩、砂岩、泥岩）は比較的脆弱である。地形上多くはトンネ

ルと想定され、その施工に際しては、地山の自立性の問題のほか、岩盤劣化に伴う地圧や大

量の湧水が発生する恐れがある。 

 

 3) 南アルプス・伊那山地 

四万十帯（粘板岩、砂岩、チャート、緑色岩）、秩父帯中古生層（粘板岩、砂岩、チャー

ト、石灰岩等）、三波川帯変成岩類（黒色片岩、緑色片岩等）は硬質で比較的良好な地質で

ある。地形上多くはトンネルと想定され、土被りが大きい場合は、その施工に際しては、粘
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板岩に塑性押出しが発生する恐れがある。また、三波川帯の御荷鉾緑色岩類（ハンレイ岩、

蛇紋岩等）は、トンネル施工に際しては、一部に膨張性地圧が発生する恐れがある。領家帯

変成岩類（片麻岩等）、領家帯花崗岩類は比較的良好な地質でありトンネル施工上の問題は

少ない。なお、この地域は標高 3,000m 級の山々であり地下水位が高く、糸魚川・静岡構造

線や中央構造線の周辺も破砕され脆弱である。その施工に際しては、岩盤劣化に伴う地圧や

大量の湧水が発生する恐れがある。 

 

 4) 中央アルプス南縁部・土岐川沿い 

中央アルプス南縁部に分布する領家帯花崗岩類及び濃飛流紋岩類は、比較的良好な地質で

あるが、清内路峠断層、阿寺断層及び屏風山断層等が分布する周辺は脆弱であり、大規模な

破砕帯や熱水変質帯が存在する。地形上多くはトンネルと想定され、その施工に際しては、

膨張性地圧や大量の湧水が発生する恐れがある。また、土岐川流域は、地形上多くはトンネ

ルと想定され、右岸側は崖錐堆積物（礫、砂等）等の被覆層が薄いことからその施工に際し

ては、比較的問題は少ないが、左岸側は屏風山断層が並行すること、崖錐堆積物の被覆層が

厚いこと等から、その施工に際しては、岩盤劣化に伴う地圧や地山の自立性の問題が発生す

る恐れがある。 

 

 5) 濃尾平野東部 

丘陵部、段丘部に分布する瀬戸層群（礫、砂、シルト及びこの互層）、海部・弥富累層（礫、

砂、シルト及びこの互層）は、比較的締まった地質であることから支持層として利用されて

いる。また、熱田層（砂、シルト及びこの互層）は海成粘土層を伴うため軟弱な地質である。

南側の地域では大都市部の市街地及び住宅地等を通ることから、地上への影響をできる限り

少なくするため大深度地下を利用したトンネルとすることが望ましい。その施工に際しては、

湧水による地山の自立性の問題や流砂現象が発生する恐れがある。 

 

(3) 各地域共通 

今回の調査範囲には、ビルや家屋が密集する市街地、住宅地が多数含まれ、また国立公園

等の自然公園も存在するため、路線の設定にあたっては、生活環境や景観、自然環境への影

響を極小化すべく最大限配慮しなければならない。 

 

4-4-2 土木工事技術の発展・現状 

都市域におけるトンネル工事においては、地表建築物等への影響軽減、騒音・振動等の公

害防止、地下既設構造物と近接した条件での施工等のため、昭和 40 年代以降、開削工法に代

わるものとしてシールド工法が有効な工法として採用されている。シールド工法の技術は、

急速に発展しており、密閉型シールドが一般的に採用されるようになり、工法の自動化・シ

ステム化も行われてきている。さらに、最近では、施工条件がより厳しい箇所でのトンネル

工事や従来にない断面形状を必要とするトンネル工事への適用をはじめ、大土被り、長距離、

急曲線施工、地中接合、地中切拡げ、断面変化等を必要とする条件下での施工も増加してき
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ており、これらに対応するための技術改良や特殊シールドの技術革新も著しいものがある。 

近年の都市域における大深度地下空間での施工例としては、平成 19 年に開通した首都高速

中央環状新宿線での最大土被り 52m のシールドトンネル、川崎市扇島ガスタンクとシーバー

スを結ぶ土被り 60m のシールドトンネル等が挙げられる。また、大型のシールドマシン施工

例としては、平成 9 年に開通した東京湾アクアラインで、当時世界最大となる直径 14m を超

えるマシンが用いられている。 

一方、山岳部のトンネル工事においては、昭和 50 年代以降、地山がもつ固有の強度を積極

的に利用し、ロックボルトと吹付けコンクリートを主体に地山によってトンネルを安定に支

持するＮＡＴＭ（New Austrian Tunneling Method）が標準的な工法として定着している。Ｎ

ＡＴＭに関しては、計測・解析・評価技術や、先受け工法、鏡補強工法、長尺水抜き工法等

のさまざまな補助工法、それに油圧削岩機やコンクリート吹付け機、大型ずり積み・運搬機

等が相次いで開発・導入され、これらにより工事の安全性や効率性も格段に向上している。 

また、比較的良好な地山において、高速掘進が求められる場合や発破による騒音や振動が

周辺環境へ与える影響を少なくする必要がある場合等には、ＴＢＭ（Tunnel Boring Machine）

工法が採用されている。地山から推進反力を直接確保することが難しいと推定される不良地

山の出現が予想される場合は、後方のライナーやセグメント、あるいは場所打ちライニング

コンクリートから反力を確保する、シールド掘進機の要素を取り入れたシールド型ＴＢＭが

近年開発されている。 

山岳部でのトンネル施工例としては、鉄道トンネルの大土被り及び高圧湧水に関する施工

実績では、昭和57年に開業した上越新幹線大清水トンネル（延長22.2km：最大土被り1,300m）、

昭和 63 年に開業した津軽海峡線青函トンネル（延長 53.9km：最大深さ 240m（水深 140m））

における高圧湧水下での施工実績が挙げられる。また、道路に関しては、昭和 50 年に開通し

た中央自動車道恵那山トンネル下り線（延長 8.5km：最大土被り 950m）、平成 20 年に開通し

た東海北陸自動車道飛騨トンネル（延長 10.7km：最大土被り 1,000m）があり、いずれも高圧

湧水下での施工実績である。このほか、海外においては、1871 年に完成したイタリア・フラ

ンス国境を貫くモン・スニトンネル（延長 13.6km：最大土被り 1,600m）、2017 年の完成に

向けスイスで建設が進められている高速鉄道用のゴッタルド基底トンネル（延長 57.1km：最

大土被り 2,300m）等がある。ゴッタルド基底トンネルは、完成すれば世界で最も長いトンネ

ルとなり、このトンネルの最長工区は 16.6km である。 

近年、都市部のトンネル建設においても、技術開発により、シールド工法のみならず、地

質状況に応じてＮＡＴＭを採用する事例も増加しており、特にトンネル断面形状が変化する

区間あるいは施工距離が短い場合に採用される傾向にある。また、都市部は山岳部と比較し

て、切羽の自立性が問題となる固結度の低い地山が一般的であることから、施工に伴う地表

面沈下や地下水位の低下等周辺への影響を極力軽減しなければならないという制約条件下で

トンネル建設が進められている。このような土木技術の発展と現況を踏まえれば、大都市部、

山岳部においても、地質状況に応じてシールド工法、都市ＮＡＴＭ、山岳ＮＡＴＭ、補助工

法として先受け工法等を十分に検討して施工することにより、対応は可能である。 

また、国立公園等自然環境の保全を考慮しなければいけない地域については、極力トンネ
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ルとすることにより自然への影響を極小化することが可能である。その事例としては、北陸

新幹線の碓氷峠トンネル（延長 6.1km）が群馬県と長野県にまたがる上信越高原国立公園を

全線地下で通過している。また、飛騨トンネルは、世界遺産である白川郷の景観に配慮し、

岐阜県の天然記念物である天生湿原に影響を与えないように建設された。 

 

4-4-3 甲府市附近から名古屋市附近間の山岳部に関する検証 

甲府市附近から名古屋市附近間の山岳部では、いずれの調査範囲においても長大トンネル

が連続することは避けられないため、ＪＲ東海が学識経験者や施工経験者等のトンネル専門

家による委員会を設置し、南アルプスを主として調査結果を踏まえた評価や施工方法等につ

いて検証を行った。 

南アルプスを経由する調査範囲では、国鉄時代の調査においても特に大土被りが課題とし

て指摘されていたように、最長のトンネルは、粘着駆動による走行で延長 40km 程度、土被り

が 1,600m 程度、勾配に対して強い超電導磁気浮上式による走行でも延長 20km 程度、土被り

が 1,400m 程度になることが想定される。当該地域においてＪＲ東海は、平成 2 年の運輸大臣

指示に基づき、従来実施してきたような地表踏査、ボーリング調査、弾性波探査等の調査手

法を広域に展開し全体把握に努めてきたことに加え、これまでの長大トンネルにおける事前

調査としては先例のない規模での水平ボーリング等を実施し、山岳の内部の地質を直接的に

把握したことで、調査段階として必要な地質性状を確認したところである。 

当該地域の地質は、一部に膨張性を有する蛇紋岩が分布するが、凝灰角礫岩、粘板岩、砂

岩等の比較的良好な堆積岩が主体である。これらの地質についての課題は、地山からの高圧

湧水、糸魚川・静岡構造線等に伴う破砕帯周辺における切羽の自立性並びに大量湧水、大土

被り区間における塑性押出し等が考えられるが、上越新幹線大清水トンネル（延長 22.2km：

最大土被り 1,300m）、東海北陸自動車道飛騨トンネル（延長 10.7km：最大土被り 1,000m）

での施工実績や、これまでに得た地質性状から判断すれば施工可能であると考える。 

なお、これらの調査範囲には全国主要活断層（文部科学省地震調査研究推進本部選定）の

うちの糸魚川・静岡構造線、中央構造線、伊那谷断層、木曽山脈西縁断層（奈良井断層、上

松断層等）、阿寺断層等が存在することが判明している。そのため、路線計画において当該

断層との関連が想定される場合は、できる限り短い距離で横断することが望ましいため、計

画上の配慮が必要である。 

 

4-4-4 検討結果 

今回の調査における各地域の施工上の留意点は「4-4-1」に記載したとおりであるが、現在

の土木工事技術は「4-4-2」で述べたとおり飛躍的な進歩を遂げており、さらに「4-4-3」の

山岳部に関する検証を踏まえて検討した結果、全ての調査範囲において実現の妨げとなるよ

うな問題はないと考えられる。 

また、今後の路線設定にあたっては、生活環境や景観、自然環境への影響を極小化すべく

最大限配慮するとともに、活断層の近傍をはじめ、擾乱され脆弱な性状を有する地質や大量

の湧水や膨張性地圧が発生する恐れがある地質は土木構造物の施工や維持管理上の障害とな
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るので、これらの地質を避けるか、あるいは通過する延長を極力短くする必要がある。 

 

4-5 まとめ 

中央新幹線東京都・大阪市間の地形、地質等は、調査指示を受けた鉄道・運輸機構とＪＲ東

海が共同で、走行方式も含めて多角的な観点から十分な調査を行うとともに、技術的な検討を

実施した。その結果、東京都・大阪市間の全ての調査範囲において、留意点はあるものの各地

点の地質等の状況と現在確立されている技術を踏まえた十分な検討を行い適切な施工方法等を

選択することにより、路線建設が可能であると考えられる。 
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5 南アルプスの隆起について 

南アルプスは、フィリピン海プレートの浮揚性沈込みと水平圧縮により広域的かつ連続的に

隆起している。隆起の傾向については、「わが国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技

術的信頼性 -地層処分研究開発第二次取りまとめ」（核燃料サイクル開発機構,1999）におい

て、「現在に連続するネオテクトニクスの場において、天然現象の活動は数十万年～数百万年

という地質学的な時間の中である一定の傾向を保ちつつ進行し、あるいは変化していくものと

考えられる。これに従えば将来十万年程度における天然現象の活動を評価する場合には、過去

数十万年程度における活動の様式や変動傾向が、同様に継続していくとみなすことが妥当と考

えられる。」「わが国における隆起や沈降は少なくても数 10 万年程度の間おもにプレート運動

が支配する地殻応力場に対応して地域ごとに概ね一定の変動様式と速度で進行しており、将来

的にも同様の傾向で継続していくとみなすことができる。」とされており、今後も続いていく

ものと考えられる。また、隆起量の大きさについては、表 5-1 に示すように、測地学的手法、

地形学的手法、及び地質学的手法による分析がある。そこで各手法に基づいた文献資料を調査

し、南アルプスの今後の隆起量の傾向について検討を行った。 

 

表 5-1 隆起の分析手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※わが国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性 -地層処分研究開発第二次取りまとめ 

分冊 1 わが国の地質環境」（核燃料サイクル開発機構,1999）より、引用・加筆 

 

5-1 測地学的手法による隆起量について 

測地学的手法による隆起量については、図 5-1-1～図 5-1-3 に示すとおり、一等水準点の計

測データから全国同時網平均計算により算出しており、南アルプスにおける隆起量は、最大で

約 4mm/年程度となっている。 
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また、これらの文献調査に加え、国土地理院より水準測量データの提供を受け、データを分

析した結果、文献調査と同様の結果となっていることを併せて確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-1 GPS 連続観測による 10 年レベルの上下地殻変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-2 水準測量による 100 年レベルの上下地殻変動 
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図 5-1-3 水準測量による 70 年間の年当たりの上下地殻変動 

 

5-2 地形学的手法による隆起量について 

地形学的手法による隆起量については、海岸段丘、河岸段丘堆積物の年代及び段丘面の比高

から計算されており、図 5-2-1 に示すように、南アルプスにおける隆起量は 1.3～2mm/年とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-1 10 万年レベルの上下地殻変動量 
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5-3 地質学的手法による隆起量について 

地質学的手法による隆起量については、図 5-3-1 に示すとおり、テフラ（火山砕屑物）を指

標として、踏査やボーリングにより取得した地質データから求めることが可能であり、南アル

プスにおける隆起量は、2～4m/千年（2～4mm/年）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：日本の地形 1 総説,米倉ほか,東京大学出版会,2005（一部加筆） 

  ※山脈の隆起については前期更新世・鮮新世テフラを指標とし、平野/盆地の沈下は深層試すいデータから算出 

 

 

図 5-3-1 100 万年レベルの上下地殻変動 

 

浸食がない場合の隆起速度⇒
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5-4 隆起量のまとめ 

測地学的手法、地形学的手法、及び地質学的手法による分析結果を表 5-4-1 に示す。長期的

には南アルプスの隆起速度は 1～4mm/年程度、最大 4mm/年程度であると考えられる。一方で、

近年の GPS 測量に基づくデータでは他の地域に比べて隆起速度が低くなっており、南アルプス

が突出した隆起速度になっているわけではないという結果となっている。 

 

表 5-4-1 隆起量のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

5-5 トンネルへの影響について 

測地学的、地形学的、地質学的手法により算定された南アルプスの隆起速度は概ね 1～4mm/

年程度である。この隆起を主体とする変動は周辺の変動領域と連続的に発生するものであり、

周辺領域との間に隆起速度と同等の変位が累積するものではない。したがって、トンネルに影

響を与えるような状況は考えられず、トンネルの工事中はもとよりその後の維持管理において

も問題はないと考えている。また、既存事例を見ても、都市部においては同等以上の大きな地

盤沈下が生じているが、列車運行に支障が生じるような事態は確認されていない。 

 



 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境影響評価の結果の概要並びに予測及び評価の結果】 



 

 



環 1-1-1 

 

1 大気質 

1-1 気象調査結果 

1-1-1 静岡地方気象台における調査年と過去 10 年間との風向風速の出現状況の比較 

現地に最も近い井川地域気象観測所においては、平成 20 年に風速の最小単位が 1m/s から

0.1m/s へ変更及び平成 21 年に観測所移転が行われたため、現地調査期間と過去 10 年間にお

ける風向風速の比較に適さないことから、静岡地方気象台のデータを用いて比較を行った。 

最近の 1 年間の風配図（風向別出現頻度）及び風速階級別出現頻度は、過去 10 年のものと

比較しておよそ同様な傾向になっている。 

風配図を図 1-1-1-1 に、風速階級別出現頻度を図 1-1-1-2 に示す。 

 

 

観測地点：静岡地方気象台 

統計期間：平成 24 年 5 月～平成 25 年 5 月（1 年間）  統計期間：平成 15 年 5 月～平成 25 年 5 月（10 年間） 

資料：「過去の気象データ検索」（平成25年6月現在、気象庁ホームページ） 

図 1-1-1-1 風配図の比較 
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観測地点：静岡地方気象台 

統計期間：平成 24 年 5 月～平成 25 年 5 月（1 年間）  統計期間：平成 15 年 5 月～平成 25 年 5 月（10 年間） 

資料：「過去の気象データ検索」（平成25年6月現在、気象庁ホームページ） 

図 1-1-1-2 風速階級別出現頻度の比較 
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1-1-2 現地調査による風向別風速階級別出現頻度 

現地調査結果に基づき風向・風速を統計したものを表 1-1-2-1 に示す。 

 

表 1-1-2-1(1) 風向別風速階級別出現頻度 

地点：環境 01 

 

地点：環境 02 
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表 1-1-2-1(2) 風向別風速階級別出現頻度 

地点：環境 03 

地点：沿道 01 
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表 1-1-2-1(3) 風向別風速階級別出現頻度 

地点：沿道 02 
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1-1-3 現地調査と周辺の一般環境大気測定局等との風速相関 

現地調査地点周辺に存在する一般環境大気測定局等の風データを収集し、現地データとの

風速相関を解析した結果を表 1-1-3-1 に示す。下表のとおり、相関係数 0.7 以上が確保され

なかったため、相関は得られないものと判断した。 

 

表 1-1-3-1 風速相関解析結果 

現地調査地点 一般環境大気測定局等 風速相関係数 判定 

沿道 02 
井川 

（地域気象観測所） 

0.634 × 
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1-1-4 現地調査による日射量 

日射量について、平成 24 年 5 月から平成 25 年 5 月の現地調査（地点：環境 01）のデータ

を収集・整理したものを表 1-1-4-1 に示す。 

 

表 1-1-4-1 全天日射量 

地点：環境 01                        単位：MJ/㎡ 

平成 24 年 平成 25 年  年 

日付 
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

1 － 13.2 4.1 18.9 8.8 10.3 10.7 5.2 － － － － 19 

2 － 
10.6 27.1 19.6 6.6 9.5 11.2 7.3

－ － － － 
23.9

3 － 
9 5.3 24.3 9.2 5.1 11 8.2

－ － － － 
24.5

4 － 
21 24.3 23.8 10.9 11 10.6 3.8

－ － － － 
22.1

5 － 
6.1 6 19.1 11.7 14 9.7 6.7

－ － － － 
24.6

6 － 
7.6 7.6 8.6 8.6 7.7 4 4.5

－ － － － 
21.6

7 － 
21.8 8 18.1 13.4 5.6 10.2 7.7

－ － － － 
22.1

8 － 
15.6 9.1 24.2 6.8 14 9.8 0.9

－ － － － 
23.5

9 － 
5.1 19.2 21.1 15.9 8.2 6.7 1.3

－ － － － 
23.9

10 － 
11.3 19.8 21 12.7 14 9.5 4.5

－ － － － 
8.7 

11 － 
11.4 18.2 7.8 11.3 10.5 1.2 8 

－ － － － 
3.7 

12 － 
4.2 4.2 14.5 16.2 11.2 9.3 8.5

－ － － － 
25.2

13 － 
7.7 8.6 4.5 14.5 13.1 5.9 8 

－ － － － 
24.7

14 － 
20.5 9 10.9 6.2 10.2 1.8 8 

－ － － － 
18.3

15 － 
15.7 9 8 11.4 13.1 8.2 3.5

－ － － － 
25.2

16 － 
5.8 19.7 15.5 12.2 13.2 9 8 

－ － － － 
21.9

17 － 
15.8 22.1 11.3 6.7 3.7 0.8 4.6

－ － － － 
25.6

18 － 
19.8 22.6 9.3 8.3 2 9 8.4

－ － － － 
24.7

19 － 
2.2 20.1 23.7 5.8 10.2 8.4 － 

－ － － － 
14.1

20 － 
9.9 6.3 17.2 14.4 12.1 8.9 

－ － － － － 
13.6

21 － 
6 6.4 15.5 9.1 12.8 8.9 

－ － － － － 
23.4

22 － 
9.8 6.1 18.8 7.8 12.6 7.3 

－ － － － － 
25.2

23 － 
18.5 21.7 20.1 3.6 1.8 3.4 

－ － － － － 
17.9

24 15.8 17.6 15.1 19.4 9.4 12.6 4 
－ － － － － － 

25 5.4 7.2 14.4 20.5 7.9 11.8 8.6 
－ － － － － － 

26 22.2 18.6 22.7 19.6 15.2 10.8 0.4 
－ － － － － － 

27 15.2 18.1 17.8 19.1 14.7 7 8.6 
－ － － － － － 

28 13 9.1 20.3 14.5 10.6 2.3 7.5 
－ － － － 

24.4 
－ 

29 14.2 20.3 15.2 15.1 14.6 11.7 6.7 
－ － 

 
－ 

20.4 
－ 

30 18.5 19.5 15.4 11.9 4.8 9.9 6.9 
－ － 

 
－ 

4.2 
－ 

31 15.8  25.9 19.3  11.1  
－ － 

 
－ 

 
－ 

月平均 
15.0 12.6 14.6 16.6 10.3 9.8 7.3 6.0 - - - 16.3 20.8
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1-1-5 現地調査による放射収支量 

放射収支量について、平成 24 年 5 月から平成 25 年 5 月の現地調査（地点：環境 01）のデ

ータを収集・整理したものを表 1-1-5-1 に示す。 

 

表 1-1-5-1 放射収支量 

地点：環境 01                        単位：MJ/㎡ 

平成 24 年 平成 25 年  年 

日付 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 

1 － -1.2 -0.58 -1.95 -1.02 -1.45 -2.88 -3.75 － － － － -1 

2 － 
-1.23 -1.31 -1.63 -0.57 -1.2 -3.23 -2.15

－ － － － 
-2.2 

3 － 
-0.9 -1.1 -2.22 -0.96 -0.64 -2.27 -3.05

－ － － － 
-2.68 

4 － 
-1.52 -0.6 -2.16 -1.59 -1.17 -3.04 -2.39

－ － － － 
-2.28 

5 － 
-0.82 -0.71 -1.68 -1.93 -1.75 -1.47 -1.71

－ － － － 
-2.38 

6 － 
-0.84 -0.41 -1.57 -1.74 -1.3 -1.95 -1.63

－ － － － 
-2.64 

7 － 
-1.49 -0.82 -2.19 -1.25 -1.83 -3.29 -1.96

－ － － － 
-2.99 

8 － 
-1.04 -0.56 -1.72 -0.98 -2.09 -2.57 -0.3

－ － － － 
-2.55 

9 － 
-0.51 -0.6 -1.84 -1.78 -2.29 -3.25 -0.6

－ － － － 
-2.21 

10 － 
-1 -1.56 -1.68 -2.13 -2.55 -3.25 -1.72

－ － － － 
-1.11 

11 － 
-0.49 -1.13 -1.15 -2.07 -1.94 -1.09 -2.31

－ － － － 
-0.2 

12 － 
-0.39 -0.26 -1.71 -1.5 -2.65 -2.44 -2.51

－ － － － 
-1.93 

13 － 
-0.45 -0.65 -1.13 -1.79 -2.06 -2.02 -2.42

－ － － － 
-2.43 

14 － 
-1.04 -0.45 -0.49 -1.36 -1.83 -1.09 -1.74

－ － － － 
-2.2 

15 － 
-1.1 -0.83 -0.79 -1.78 -2.68 -3.17 -0.12

－ － － － 
-2.37 

16 － 
-0.28 -0.8 -1.67 -1.64 -2.78 -3.53 -2.76

－ － － － 
-1.52 

17 － 
-0.93 -1.78 -1.11 -0.52 -1.1 -1.83 -1.3

－ － － － 
-2.63 

18 － 
-1.22 -1.85 -1.36 -0.68 -0.34 -3.3 -2.3

－ － － － 
-2.26 

19 － 
-0.56 -1.48 -1.21 -0.79 -1.36 -3.08

－ － － － － 
-1.04 

20 － 
-1 -0.76 -2.21 -1.78 -2.85 -2.83

－ － － － － 
-1.31 

21 － 
-0.62 -0.29 -1.83 -1.64 -2.87 -2.61

－ － － － － 
-2.33 

22 － 
-0.61 -0.32 -2.08 -0.95 -2.32 -2.27

－ － － － － 
-2.43 

23 － 
-1.38 -1.13 -1.86 -1.64 -1.21 -1.16

－ － － － － 
-2.13 

24 -1.67 -0.88 -1.42 -2.32 -1.6 -1.8 -1.98
－ － － － － － 

25 -1.13 -0.38 -1.23 -1.94 -1.86 -2.64 -3.39
－ － － － － － 

26 -1.29 -0.42 -1.2 -1.98 -2.79 -2.14 -1.34
－ － － － － － 

27 -1.08 -1.27 -1.47 -2.09 -2.46 -1.23 -3.46
－ － － － － － 

28 -1.68 -1.31 -1.3 -1.83 -1.77 -0.94 -3.69
－ － － － 

-3.02 
－ 

29 -1.48 -0.92 -1.02 -1.47 -1.86 -2.63 -2.4
－ － 

 
－ 

-2.31 
－ 

30 -0.84 -0.95 -1.14 -0.93 -1.02 -2.7 -2.49
－ － 

 
－ 

-1.17 
－ 

31 -0.68  -2.19 -1.35  -3.01  
－ － 

 
－ 

 
－ 

月平均 
-1.23 -0.89 -1.00 -1.65 -1.52 -1.91 -2.55 -1.93

－ － － 
-2.17 -2.04 
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1-2 予測に用いる気象条件 

1-2-1 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の

予測に用いる気象条件 

現地調査結果に基づき気象条件を設定したものを表 1-2-1-1 に示す。 
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表 1-2-1-1(1) 予測に用いた気象条件 

地点：環境 03 

有風時の出現頻度及び平均風速 

時刻 
 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 89.3
１ 

平均風速(m/s) 0 0 1.8 0 0 1.4 1.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 96.4
２ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 0 85.7
３ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 1.8 0 2.9 1.7 0 0 0 0 0 0 1.9 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 0 7.1 0 85.7
４ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 1.5 3.3 0 0 0 0 0 0 0 1.3 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 0 0 3.6 3.6 0 85.7
５ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 3 0 1.4 0 0 0 0 0 1.2 1.9 0 0.3 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 0 89.3
６ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 3.3 0 2.9 0 0 0 0 0 0 2 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 3.6 0 0 0 3.6 0 85.7
７ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 1.4 0 0 0 1.6 0 0.3 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 92.9
８ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 3.6 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.3 

出現頻度（％） 3.6 0 0 3.6 0 3.6 10.7 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 75 
９ 

平均風速(m/s) 1.2 0 0 2.5 0 1.2 2.2 4.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0.3 

出現頻度（％） 3.6 0 0 3.6 3.6 3.6 7.1 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 10.7 60.7
１０ 

平均風速(m/s) 1.2 0 0 1.6 2.5 1.4 1.8 1.5 1.7 0 0 0 0 0 0 2.1 0.5 

出現頻度（％） 7.1 0 0 0 0 7.1 17.9 3.6 0 0 0 0 0 0 0 17.9 46.4
１１ 

平均風速(m/s) 1.8 0 0 0 0 2.6 2.4 1.9 0 0 0 0 0 0 0 2.3 0.5 

出現頻度（％） 14.3 0 0 0 3.6 7.1 14.3 3.6 0 0 0 0 0 0 0 17.9 39.3
１２ 

平均風速(m/s) 1.3 0 0 0 1.8 2.5 2.1 2.8 0 0 0 0 0 0 0 2 0.6 

出現頻度（％） 3.6 3.6 0 0 0 7.1 3.6 10.7 0 0 0 0 0 0 3.6 28.6 39.3
１３ 

平均風速(m/s) 1.5 1.7 0 0 0 2.7 2.7 2.3 0 0 0 0 0 0 1.2 2 0.7 

出現頻度（％） 3.6 10.7 0 0 0 3.6 10.7 3.6 0 0 0 0 0 3.6 7.1 32.1 25 
１４ 

平均風速(m/s) 1.2 1.9 0 0 0 2.4 2.2 1.8 0 0 0 0 0 1.4 1.8 1.9 0.4 

出現頻度（％） 7.1 0 0 0 3.6 0 0 10.7 7.1 0 0 0 0 0 7.1 21.4 42.9
１５ 

平均風速(m/s) 1.6 0 0 0 1.5 0 0 2.8 2.4 0 0 0 0 0 1.7 1.6 0.5 

出現頻度（％） 3.6 3.6 0 0 0 0 3.6 3.6 3.6 0 0 0 0 0 3.6 14.3 64.3
１６ 

平均風速(m/s) 1.4 1.3 0 0 0 0 1.4 1.8 1.9 0 0 0 0 0 1.6 1.5 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 3.6 0 10.7 3.6 0 0 3.6 0 0 0 0 0 10.7 67.9
１７ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.8 0 1.4 1.1 0 0 1.9 0 0 0 0 0 1.2 0.4 

出現頻度（％） 0 3.6 0 0 0 7.1 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 85.7
１８ 

平均風速(m/s) 0 1.2 0 0 0 1.2 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 3.6 0 0 0 0 3.6 7.1 78.6
１９ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.6 0 1.1 0 0 0 1.3 0 0 0 0 1.3 1.5 0.4 

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 0 85.7
２０ 

平均風速(m/s) 0 0 1.1 0 0 1.9 0 2.9 0 0 0 0 0 0 1.7 0 0.3 

出現頻度（％） 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 92.9
２１ 

平均風速(m/s) 0 1.9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.5 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 7.1 0 0 0 0 0 0 0 7.1 0 85.7
２２ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 7.1 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 0 85.7
２３ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 2.8 1.3 0 0 0 0 0 0 1.4 0 0.4 

出現頻度（％） 0 0 0 3.6 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 89.3
２４ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.6 0 1.7 0 0 0 0 0 0 0 1.3 0 0 0.4 

出現頻度（％） 1.9 1 0.3 0.7 0.7 3.3 4.2 2.8 0.6 0.3 0.1 0 0 0.6 2.7 6.7 74 
全日 

平均風速(m/s) 1.4 1.7 1.5 1.8 2.2 2 2.2 2.5 2.1 1.6 1.4 0 0 1.2 1.5 1.9 0.4 

注 1.有風時：風速 1.0m/s 超、弱風時：風速 1.0m/s 以下 
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表 1-2-1-1(2) 予測に用いた気象条件 

地点：沿道 01 

有風時の出現頻度及び平均風速 

時刻 
 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17.9 10.7 7.1 0 0 0 60.7
１ 

平均風速(m/s) 1.4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.6 1.3 1.2 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 3.6 21.4 7.1 0 0 3.6 53.6
２ 

平均風速(m/s) 0 1.6 2.1 0 0 0 0 0 0 3.2 1.5 1.3 1.1 0 0 1.2 0.7 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 28.6 7.1 0 0 0 0 60.7
３ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2.4 1.5 1.2 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 14.3 14.3 0 3.6 0 0 60.7
４ 

平均風速(m/s) 1.5 1.8 0 0 0 0 0 0 0 0 1.3 1.7 0 1.6 0 0 0.7 

出現頻度（％） 7.1 3.6 3.6 3.6 0 0 0 0 3.6 3.6 14.3 3.6 0 0 0 0 57.1
５ 

平均風速(m/s) 1.2 1.2 4.2 1.1 0 0 0 0 1.1 2.6 1.7 1.3 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 7.1 3.6 0 0 0 0 3.6 0 0 0 14.3 0 0 0 0 71.4
６ 

平均風速(m/s) 0 1.2 3.1 0 0 0 0 3 0 0 0 1.8 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 7.1 7.1 17.9 0 0 3.6 0 0 0 7.1 3.6 0 0 0 0 53.6
７ 

平均風速(m/s) 0 1.6 1.5 1.5 0 0 3.7 0 0 0 1.4 1.4 0 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 3.6 25 21.4 3.6 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 42.9
８ 

平均風速(m/s) 0 1.9 1.7 1.4 1.5 0 0 0 0 0 0 0 1.7 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 3.6 0 0 35.7 7.1 0 3.6 0 0 0 3.6 3.6 0 3.6 0 0 39.3
９ 

平均風速(m/s) 1.2 0 0 1.7 1.2 0 1.6 0 0 0 1.8 1.3 0 1.1 0 0 0.7 

出現頻度（％） 3.6 0 3.6 10.7 3.6 0 0 3.6 3.6 0 7.1 7.1 0 7.1 0 0 50 
１０ 

平均風速(m/s) 1.6 0 2.6 1.4 1.3 0 0 1.2 1.3 0 2.2 2.5 0 1.3 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 14.3 10.7 0 0 0 3.6 3.6 17.9 10.7 10.7 0 3.6 0 0 25 
１１ 

平均風速(m/s) 0 0 1.7 2.2 0 0 0 1.1 1.2 1.9 2.1 1.9 0 1.1 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 10.7 10.7 10.7 0 0 3.6 0 0 3.6 14.3 17.9 0 0 0 0 28.6
１２ 

平均風速(m/s) 0 1.3 2.2 1.8 0 0 1.6 0 0 2 2.6 2.1 0 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 3.6 3.6 10.7 3.6 0 0 0 0 0 3.6 14.3 14.3 10.7 3.6 3.6 7.1 21.4
１３ 

平均風速(m/s) 1.6 1.3 1.8 1.7 0 0 0 0 0 1.3 1.7 2 2 1.3 1.4 1.4 0.6 

出現頻度（％） 3.6 10.7 10.7 3.6 0 0 0 0 0 0 7.1 28.6 10.7 3.6 0 0 21.4
１４ 

平均風速(m/s) 2.4 1.4 1.5 1.7 0 0 0 0 0 0 1.7 2.3 1.7 1.3 0 0 0.9 

出現頻度（％） 0 3.6 10.7 7.1 0 0 0 0 3.6 0 17.9 28.6 3.6 0 3.6 0 21.4
１５ 

平均風速(m/s) 0 1.5 1.6 1.8 0 0 0 0 1.9 0 2.3 2.2 1.5 0 1.3 0 0.8 

出現頻度（％） 3.6 0 10.7 0 0 0 0 0 0 3.6 25 35.7 3.6 0 0 0 17.9
１６ 

平均風速(m/s) 1.5 0 1.9 0 0 0 0 0 0 1.1 1.9 1.8 1.2 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 3.6 7.1 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 25 25 0 0 0 0 32.1
１７ 

平均風速(m/s) 1.3 1.5 1.8 0 0 0 0 0 0 2.2 1.9 1.8 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 28.6 21.4 3.6 0 7.1 3.6 32.1
１８ 

平均風速(m/s) 0 1.3 0 0 0 0 0 0 0 0 1.6 1.5 1.2 0 1.5 1.3 0.8 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 3.6 10.7 25 0 3.6 0 3.6 50 
１９ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 2.7 0 1.2 1.8 1.7 0 1.1 0 1.3 0.7 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 7.1 10.7 21.4 0 0 0 0 57.1
２０ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 2.3 0 0 0 0 1.6 2.1 1.6 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 0 0 0 3.6 0 17.9 7.1 3.6 0 0 0 64.3
２１ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 1.1 0 0 0 1.1 0 1.4 1.5 1.6 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 14.3 25 0 0 0 0 57.1
２２ 

平均風速(m/s) 0 0 1.7 0 0 0 0 0 0 0 1.5 1.5 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 7.1 0 0 0 0 0 0 0 7.1 21.4 3.6 0 0 0 60.7
２３ 

平均風速(m/s) 0 0 1.3 0 0 0 0 0 0 0 2 1.3 2.3 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 10.7 39.3 7.1 0 0 0 35.7
２４ 

平均風速(m/s) 0 0 1.9 0 0 0 0 0 0 1.4 2.1 1.4 1.7 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 1.5 2.8 5.5 5.2 0.9 0 0.4 0.6 0.7 2.4 12.9 17 2.7 1.2 0.6 0.7 44.8
全日 

平均風速(m/s) 1.5 1.4 1.8 1.6 1.4 0 2.3 2 1.3 1.9 1.8 1.7 1.6 1.3 1.5 1.3 0.7 

注 1.有風時：風速 1.0m/s 超、弱風時：風速 1.0m/s 以下 
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表 1-2-1-1(3) 予測に用いた気象条件 

地点：沿道 02 

有風時の出現頻度及び平均風速 

時刻 
 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 0 0 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 96.4
１ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
２ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
３ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 96.4
４ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 3.6 0 89.3
５ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 1.1 2 0 0 0 0 0 0 1.8 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 0 92.9
６ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 1.4 0 0 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 3.6 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 85.7
７ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.1 0 2.4 1.1 0 0 0 0 0 0 0 1.4 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 17.9 3.6 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 0 71.4
８ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 1.4 1.3 1.1 1.9 0 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 3.6 0 0 3.6 21.4 28.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42.9
９ 

平均風速(m/s) 0 1.2 0 0 1.1 1.7 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 0 10.7 10.7 28.6 14.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35.7
１０ 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.9 1.9 1.6 1.9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 0 0 3.6 42.9 32.1 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 17.9
１１ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 1.3 1.9 2.1 1.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 3.6 3.6 3.6 7.1 28.6 25 7.1 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 14.3
１２ 

平均風速(m/s) 0 1.2 1.4 2.4 2 2.4 2 1.5 1.2 1.4 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 3.6 3.6 14.3 21.4 25 3.6 0 3.6 3.6 0 0 0 0 0 21.4
１３ 

平均風速(m/s) 0 0 1.8 1.7 1.7 1.8 2.2 2.1 0 1.1 1.3 0 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 7.1 0 7.1 7.1 25 21.4 0 3.6 0 0 0 3.6 0 0 3.6 21.4
１４ 

平均風速(m/s) 0 1.7 0 1.7 1.5 2.3 2.4 0 1.1 0 0 0 1.1 0 0 1.7 0.7 

出現頻度（％） 0 7.1 0 3.6 0 25 14.3 3.6 7.1 7.1 0 0 0 0 0 0 32.1
１５ 

平均風速(m/s) 0 2.5 0 1.2 0 1.9 2.1 1.3 1.2 1.2 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 3.6 0 0 3.6 3.6 7.1 10.7 14.3 3.6 3.6 0 0 0 0 0 0 50 
１６ 

平均風速(m/s) 1.6 0 0 2.3 1.2 1.9 2.1 1.6 1.2 1.2 0 0 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 0 10.7 3.6 7.1 3.6 0 3.6 3.6 3.6 0 0 60.7
１７ 

平均風速(m/s) 0 0 2.3 0 0 0 1.7 1.2 1.2 1.3 0 1.1 1.5 1.2 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 7.1 0 3.6 3.6 0 0 0 3.6 0 0 82.1
１８ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 1.9 0 1.4 1.2 0 0 0 1.2 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 3.6 0 0 0 0 92.9
１９ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 1.3 0 0 0 1.7 0 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 92.9
２０ 

平均風速(m/s) 0 0 1.7 0 0 0 0 0 0 0 0 1.2 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 96.4
２１ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.4 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 0 3.6 0 0 0 0 92.9
２２ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 1.2 0 0 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 96.4
２３ 

平均風速(m/s) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.3 0 0 0.5 

出現頻度（％） 0 3.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 0 0 92.9
２４ 

平均風速(m/s) 0 1.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0.4 

出現頻度（％） 0.1 1 0.6 1.6 2.2 9.4 8.3 2.1 1.3 1 0.3 0.6 0.4 0.6 0.3 0.1 69.8
全日 

平均風速(m/s) 1.6 1.7 1.8 1.7 1.6 1.9 1.9 1.5 1.3 1.2 1.4 1.3 1.3 1.2 1.6 1.7 0.6 

注 1.有風時：風速 1.0m/s 超、弱風時：風速 1.0m/s 以下
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1-2-2 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行に伴う粉じん等の予測に用いる気象条件 

現地調査結果に基づき気象条件を設定したものを表 1-2-2-1 に示す。 

 

表 1-2-2-1(1) 気象条件一覧 

地点：環境 03 

有風時の出現頻度及び平均風速 季 

節 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 12.5 0 0 0 0 8.9 17.9 5.4 1.8 0 0 0 0 0 1.8 23.2 28.6
春 

平均風速(m/s) 1.5 0 0 0 0 1.3 1.5 1.7 1.7 0 0 0 0 0 2.3 2.3 0.5 

出現頻度（％） 1.8 0 0 0 0 0 1.8 0 0 0 0 0 0 0 3.6 7.1 85.7
夏 

平均風速(m/s) 1.4 0 0 0 0 0 1.1 0 0 0 0 0 0 0 1.8 2.1 0.4 

出現頻度（％） 5.4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.6 26.8 64.3
秋 

平均風速(m/s) 1.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.4 1.5 0.5 

出現頻度（％） 1.8 7.1 0 5.4 5.4 8.9 14.3 10.7 5.4 1.8 0 0 0 1.8 0 5.4 32.1
冬 

平均風速(m/s) 1.6 1.8 0 2 1.9 2.5 2.9 3 2.2 1.9 0 0 0 1.4 0 1.2 0.6 

 

地点：沿道 01 

有風時の出現頻度及び平均風速 季 

節 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 7.1 10.7 3.6 5.4 0 0 0 0 0 5.4 16.1 19.6 1.8 7.1 0 0 23.2
春 

平均風速(m/s) 1.6 1.4 2 1.3 0 0 0 0 0 2.2 2 2.1 1.2 1.2 0 0 0.9 

出現頻度（％） 0 0 3.6 5.4 0 0 0 3.6 0 1.8 19.6 17.9 3.6 0 0 0 44.6
夏 

平均風速(m/s) 0 0 1.3 1.3 0 0 0 1.1 0 1.9 2 1.6 1.5 0 0 0 0.6 

出現頻度（％） 1.8 0 10.7 8.9 0 0 0 0 1.8 3.6 7.1 17.9 0 0 1.8 0 46.4
秋 

平均風速(m/s) 1.5 0 1.7 1.4 0 0 0 0 1.3 1.6 1.2 2 0 0 1.3 0 0.7 

出現頻度（％） 0 5.4 14.3 19.6 5.4 0 3.6 0 3.6 3.6 12.5 23.2 3.6 1.8 0 0 3.6 
冬 

平均風速(m/s) 0 1.4 1.9 2.1 1.3 0 1.6 0 1.5 1.6 2.8 2.3 1.8 1.4 0 0 0.9 

注 1.建設機械の稼働時間・工事車両の運行時間を対象に集計した。 
注 2.有風時：風速 1.0m/s 超、弱風時：風速 1.0m/s 以下 

注 3.春：3～5 月、夏：6～8 月、秋：9～11 月、冬：12～2 月 
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表 1-2-2-1 (2) 気象条件一覧 

地点：沿道 02 

有風時の出現頻度及び平均風速 季 

節 風 向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N 

弱風時

出現頻度

（％）

出現頻度（％） 0 1.8 0 3.6 3.6 32.1 32.1 8.9 1.8 0 0 0 3.6 0 0 0 12.5
春 

平均風速(m/s) 0 1.1 0 1.8 1.6 2.2 1.9 1.4 1.2 0 0 0 1.3 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 0 0 0 1.8 8.9 26.8 19.6 7.1 5.4 1.8 0 1.8 0 0 0 0 26.8
夏 

平均風速(m/s) 0 0 0 1.2 1.8 1.9 1.7 1.7 1.2 1.3 0 1.1 0 0 0 0 0.8 

出現頻度（％） 0 0 1.8 0 3.6 21.4 8.9 0 5.4 3.6 0 0 0 0 0 0 55.4
秋 

平均風速(m/s) 0 0 1.4 0 1.4 1.6 1.5 0 1.2 1.2 0 0 0 0 0 0 0.7 

出現頻度（％） 1.8 8.9 1.8 8.9 1.8 8.9 17.9 0 0 3.6 0 0 0 1.8 0 1.8 42.9
冬 

平均風速(m/s) 1.6 2 2.3 2 1.3 2.2 2.5 0 0 1.3 0 0 0 1.2 0 1.7 0.8 

注 1.建設機械の稼働時間・工事車両の運行時間を対象に集計した。 
注 2.有風時：風速 1.0m/s 超、弱風時：風速 1.0m/s 以下 

注 3.春：3～5 月、夏：6～8 月、秋：9～11 月、冬：12～2 月 
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2 騒音 

2-1 環境騒音現地調査結果 

環境騒音の現地調査結果を表 2-1-1～表 2-1-3 に示す。 

表 2-1-1 環境騒音現地調査結果 

調査地点：01（一般環境騒音）
調査期間：平成24年10月20日（土）～10月21日（日）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 57 55 54 66 56
13:00 56 55 54 62 55
14:00 56 55 55 63 55
15:00 56 55 55 63 55
16:00 56 55 55 63 55
17:00 56 55 55 64 55
18:00 56 55 55 68 55
19:00 56 55 55 71 55
20:00 56 55 55 66 55
21:00 56 55 55 69 55
22:00 56 55 55 67 55
23:00 56 55 55 76 55
0:00 56 55 55 68 55
1:00 56 55 55 66 55
2:00 56 55 55 62 55
3:00 56 55 55 60 55
4:00 56 55 55 66 55
5:00 56 55 55 68 55
6:00 56 55 55 66 55
7:00 56 55 55 63 55
8:00 56 55 54 60 55
9:00 55 54 53 62 54
10:00 56 55 54 62 55
11:00 55 54 52 63 54

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 56 55 54 64 55
夜間 56 55 55 66 55

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時刻
騒音レベル

昼間

夜間

昼間

時間区分
騒音レベル

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ
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表 2-1-2 環境騒音現地調査結果 

調査地点：02（一般環境騒音）
調査期間：平成24年11月19日（月）～11月20日（火）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 58 56 55 73 56
13:00 58 56 55 71 56
14:00 57 56 55 65 56
15:00 57 56 55 64 56
16:00 57 55 55 65 56
17:00 57 55 55 65 56
18:00 57 56 55 71 56
19:00 58 56 55 63 56
20:00 57 56 55 69 56
21:00 57 56 55 68 56
22:00 57 56 55 67 56
23:00 58 56 55 67 56
0:00 57 56 56 66 56
1:00 58 56 55 60 56
2:00 57 56 55 63 56
3:00 56 55 55 65 55
4:00 56 55 55 64 55
5:00 56 55 55 64 55
6:00 56 55 55 66 55
7:00 56 55 55 64 55
8:00 57 55 55 65 55
9:00 56 55 54 65 55
10:00 56 55 54 64 55
11:00 56 55 54 64 55

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 57 55 55 66 56
夜間 57 56 55 64 56

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時刻
騒音レベル

昼間

夜間

昼間

時間区分
騒音レベル

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ

 

 



環 2-1-3 

表 2-1-3 環境騒音現地調査結果 

調査地点：03（一般環境騒音）
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 54 53 53 60 53
13:00 54 53 53 62 53
14:00 54 53 53 59 53
15:00 54 53 53 56 53
16:00 53 53 53 55 53
17:00 53 53 53 55 53
18:00 53 53 53 69 53
19:00 53 53 53 60 53
20:00 53 53 53 70 53
21:00 53 53 53 60 53
22:00 53 53 52 66 53
23:00 53 53 52 57 53
0:00 53 53 52 60 52
1:00 53 52 52 57 52
2:00 53 52 52 61 52
3:00 53 53 51 64 52
4:00 53 53 52 56 53
5:00 53 52 52 56 52
6:00 53 52 52 58 52
7:00 53 52 52 61 52
8:00 53 52 52 62 52
9:00 54 52 52 69 53
10:00 54 52 52 63 53
11:00 54 53 52 67 53

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 54 53 52 62 53
夜間 53 52 52 60 52

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時刻
騒音レベル

昼間

夜間

昼間

時間区分
騒音レベル

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ
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2-2 道路交通騒音現地調査結果 

道路交通騒音の現地調査結果を表 2-2-1～表 2-2-3 に、調査地点の断面図を図 2-2-1 に示す。 

 

表 2-2-1 道路交通騒音現地調査結果 

調査地点：04（道路交通騒音）
調査期間：平成25年7月30日（火）～7月31日（水）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 55 53 53 73 54
13:00 56 53 52 65 54
14:00 55 53 52 74 54
15:00 54 53 52 77 54
16:00 55 54 53 72 54
17:00 55 54 53 72 54
18:00 55 53 53 69 54
19:00 57 53 53 68 54
20:00 57 53 53 69 54
21:00 55 53 53 68 54
22:00 55 53 53 83 54
23:00 54 53 52 67 53
0:00 54 53 52 68 53
1:00 54 53 52 68 53
2:00 53 53 52 68 53
3:00 53 52 52 67 53
4:00 53 52 52 67 52
5:00 55 52 52 73 54
6:00 55 52 51 78 53
7:00 53 52 52 72 52
8:00 53 53 52 67 53
9:00 54 53 52 63 53
10:00 55 52 51 59 53
11:00 53 51 51 65 52

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 55 53 52 69 53
夜間 54 53 52 70 53

夜間

昼間

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時間区分
騒音レベル

時刻
騒音レベル

昼間

20

30

40

50

60

70

80

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ
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表 2-2-2 道路交通騒音現地調査結果 

調査地点：05（道路交通騒音）
調査期間：平成25年7月30日（火）～7月31日（水）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 42 35 34 62 38
13:00 39 35 34 49 36
14:00 39 36 34 46 37
15:00 41 36 35 61 38
16:00 40 36 35 56 37
17:00 40 35 34 61 37
18:00 40 35 34 59 36
19:00 41 38 34 67 39
20:00 41 38 35 56 39
21:00 39 37 34 55 37
22:00 38 34 33 61 35
23:00 34 34 33 60 34
0:00 35 34 33 61 34
1:00 35 34 33 56 34
2:00 35 34 34 60 34
3:00 35 34 34 58 35
4:00 37 34 34 62 36
5:00 39 35 34 60 37
6:00 41 35 34 71 38
7:00 42 36 35 59 38
8:00 42 36 35 52 38
9:00 44 37 35 58 39
10:00 45 37 35 59 39
11:00 43 35 34 54 38

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 41 36 34 58 38
夜間 36 34 34 60 35

時刻
騒音レベル

昼間

夜間

昼間

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時間区分
騒音レベル

20

30

40

50

60

70

80

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ
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表 2-2-3 道路交通騒音現地調査結果 

調査地点：06（道路交通騒音）
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

時刻別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

12:00 61 37 32 82 56
13:00 56 34 31 82 56
14:00 61 36 32 80 57
15:00 58 36 33 83 56
16:00 60 38 34 85 58
17:00 61 39 34 79 56
18:00 54 36 33 77 52
19:00 45 35 33 78 48
20:00 43 35 31 74 42
21:00 39 34 30 73 42
22:00 42 33 31 73 43
23:00 44 34 31 75 43
0:00 38 33 30 73 40
1:00 38 32 30 76 44
2:00 38 33 30 68 36
3:00 39 33 30 77 46
4:00 34 30 29 82 47
5:00 49 33 29 79 52
6:00 54 34 30 85 57
7:00 65 41 31 87 60
8:00 62 38 31 90 60
9:00 63 38 30 89 62
10:00 58 36 30 82 56
11:00 61 40 31 86 59

時間帯別測定データ 単位：dB

ＬＡ5 ＬＡ50 ＬＡ95 ＬＡmax ＬＡｅｑ

昼間 56 37 32 82 57
夜間 40 32 30 75 46

夜間

昼間

※表中における騒音レベルのＬＡｅｑは、エネルギー平均値である。また、その他の値は算術平均値である。

時間区分
騒音レベル

時刻
騒音レベル

昼間

20

30

40

50

60

70

80

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

騒
音

レ
ベ

ル
　

（
d
B
）

ＬＡ5 ＬＡ50

ＬＡ95 ＬＡｅｑ
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図 2-2-1 調査地点断面図 
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2-3 交通量現地調査結果 

交通量の現地調査結果を表 2-3-1～表 2-3-3 に示す。 

 

表 2-3-1 交通量現地調査結果 

調査地点：04　　※「道路交通振動04」と同地点
調査期間：平成25年7月30日（火）～7月31日（水）

大型車 大型車 大型車 時　間
混入率 混入率 混入率 係　数

（台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （％）
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 0 2 0 2 0.0 7.7
0 0 0 0 - 0 3 0 3 0.0 0 3 0 3 0.0 11.5
0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 0 2 0 2 0.0 7.7
0 1 0 1 0.0 0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 3.8
0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 3.8
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
1 2 0 3 33.3 0 0 0 0 - 1 2 0 3 33.3 11.5
2 1 0 3 66.7 1 0 0 1 100.0 3 1 0 4 75.0 15.4
0 2 0 2 0.0 1 1 0 2 50.0 1 3 0 4 25.0 15.4
1 3 0 4 25.0 1 0 0 1 100.0 2 3 0 5 40.0 19.2
0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 3.8
4 11 0 15 26.7 3 8 0 11 27.3 7 19 0 26 26.9 100.0

※　値は60分間交通量を示す。
※ 大型混入率は、二輪車を除く合計により算出した。

24時間計

7:00
8:00

10:00
11:00

9:00

22:00
23:00
0:00
1:00

6:00

17:00
18:00
19:00
20:00
21:00

2:00
3:00
4:00
5:00

合　計　　　　　　　　　　車種

時刻

大型 小型 大型 小型二輪 合　計

16:00

14:00
15:00

12:00
13:00

大型 小型

走行方向 北方向 南方向 合　計

二輪 合　計二輪

 

 

表 2-3-2 交通量現地調査結果 

調査地点：05　　※「道路交通振動05」と同地点
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

大型車 大型車 大型車 時　間
混入率 混入率 混入率 係　数

（台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （％）
0 3 0 3 0.0 0 1 0 1 0.0 0 4 0 4 0.0 4.3
2 2 0 4 50.0 0 3 0 3 0.0 2 5 0 7 28.6 7.4
1 1 0 2 50.0 2 2 0 4 50.0 3 3 0 6 50.0 6.4
0 5 0 5 0.0 3 3 0 6 50.0 3 8 0 11 27.3 11.7
0 3 0 3 0.0 0 3 0 3 0.0 0 6 0 6 0.0 6.4
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 1 0 1 0.0 0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 1.1
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 0 2 0 2 0.0 0 2 0 2 0.0 2.1
0 2 0 2 0.0 1 3 0 4 25.0 1 5 0 6 16.7 6.4

10 5 0 15 66.7 0 0 0 0 - 10 5 0 15 66.7 16.0
0 5 0 5 0.0 3 0 0 3 100.0 3 5 0 8 37.5 8.5
0 6 0 6 0.0 3 6 0 9 33.3 3 12 0 15 20.0 16.0
1 4 0 5 20.0 3 5 0 8 37.5 4 9 0 13 30.8 13.8

14 37 0 51 27.5 15 28 0 43 34.9 29 65 0 94 30.9 100.0
※　値は60分間交通量を示す。
※ 大型混入率は、二輪車を除く合計により算出した。

24時間計

7:00
8:00

10:00
11:00

9:00

22:00
23:00
0:00
1:00

6:00

17:00
18:00
19:00
20:00
21:00

2:00
3:00
4:00
5:00

合　計　　　　　　　　　　車種

時刻

大型 小型 大型 小型二輪 合　計

16:00

14:00
15:00

12:00
13:00

大型 小型

走行方向 北方向 南方向 合　計

二輪 合　計二輪
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表 2-3-3 交通量現地調査結果 

調査地点：06　　※「道路交通騒音06」と同地点
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

大型車 大型車 大型車 時 間
混入率 混入率 混入率 係 数

（台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （台） （台） （台） （台） （％） （％）
0 23 3 26 0.0 2 9 1 12 18.2 2 32 4 38 5.9 6.9
1 11 1 13 8.3 3 12 0 15 20.0 4 23 1 28 14.8 5.1
0 17 0 17 0.0 1 20 1 22 4.8 1 37 1 39 2.6 7.1
1 19 0 20 5.0 0 13 0 13 0.0 1 32 0 33 3.0 6.0
2 26 1 29 7.1 1 17 2 20 5.6 3 43 3 49 6.5 8.9
1 32 0 33 3.0 0 24 0 24 0.0 1 56 0 57 1.8 10.3
0 14 0 14 0.0 0 12 0 12 0.0 0 26 0 26 0.0 4.7
0 6 0 6 0.0 0 4 0 4 0.0 0 10 0 10 0.0 1.8
0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 0.2
0 1 0 1 0.0 0 3 0 3 0.0 0 4 0 4 0.0 0.7
0 2 0 2 0.0 0 1 0 1 0.0 0 3 0 3 0.0 0.5
0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 0.2
0 0 0 0 - 0 1 0 1 0.0 0 1 0 1 0.0 0.2
0 0 0 0 - 0 2 0 2 0.0 0 2 0 2 0.0 0.4
0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0.0
0 0 0 0 - 1 1 0 2 50.0 1 1 0 2 50.0 0.4
0 1 0 1 0.0 1 0 0 1 100.0 1 1 0 2 50.0 0.4
0 6 0 6 0.0 0 7 0 7 0.0 0 13 0 13 0.0 2.4
0 4 0 4 0.0 4 14 0 18 22.2 4 18 0 22 18.2 4.0
2 37 0 39 5.1 2 29 0 31 6.5 4 66 0 70 5.7 12.7
0 19 0 19 0.0 2 23 1 26 8.0 2 42 1 45 4.5 8.2
3 18 0 21 14.3 2 15 0 17 11.8 5 33 0 38 13.2 6.9
0 9 2 11 0.0 1 15 1 17 6.3 1 24 3 28 4.0 5.1
2 24 1 27 7.7 2 9 1 12 18.2 4 33 2 39 10.8 7.1

12 269 8 289 4.3 22 233 7 262 8.6 34 502 15 551 6.3 100.0
※　値は60分間交通量を示す。
※ 大型混入率は、二輪車を除く合計により算出した。

24時間計

7:00
8:00

10:00
11:00

9:00

22:00
23:00
0:00
1:00

6:00

17:00
18:00
19:00
20:00
21:00

2:00
3:00
4:00
5:00

合　計　　　　　　　　　　車種

時刻

大型 小型 大型 小型二輪 合　計

16:00

14:00
15:00

12:00
13:00

大型 小型

走行方向 北方向 南方向 合　計

二輪 合　計二輪
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2-4 走行速度現地調査結果 

走行速度の現地調査結果を表 2-4-1～表 2-4-3 に示す。 

 

表 2-4-1 走行速度現地調査結果 

調査地点：04　　※「道路交通振動04」と同地点
調査期間：平成25年7月30日（火）～7月31日（水）

単位 ： km/h

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
12:00
13:00 25 25 25 25
14:00 18 24 22 21
15:00 20 20 25 25
16:00 24 24
17:00 24 24
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00
23:00
0:00
1:00
2:00
3:00
4:00
5:00
6:00
7:00 21 20 20 20
8:00 24 15 20 20 29 29
9:00 30 20 25 24 20 22
10:00 31 28 32 26 29 20 20
11:00 26 26

　　　走行方向

時刻

北方向 南方向平
均

平
均

 

 

表 2-4-2 走行速度現地調査結果 

調査地点：05　　※「道路交通振動05」と同地点
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

単位 ： km/h

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
12:00 31 21 20 24 20 20
13:00 35 18 25 20 25 23 19 21 21
14:00 18 18 18 18 28 26 22 24
15:00 22 26 21 21 27 23 21 18 15 25 35 18 22
16:00 23 23 28 25 20 23 25 23
17:00
18:00 28 28
19:00
20:00
21:00
22:00
23:00
0:00
1:00
2:00
3:00
4:00
5:00
6:00 18 27 23
7:00 25 23 24 19 20 8 18 16
8:00 33 25 25 18 33 39 29 24 35 36 30
9:00 28 27 22 26 28 26 20 29 23 24
10:00 26 25 24 26 24 18 24 28 26 22 30 23 24 25 22 23 25
11:00 16 23 29 26 27 24 28 27 30 25 17 17 18 28 24

　　　走行方向

時刻

北方向 南方向平
均

平
均
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表 2-4-3 走行速度現地調査結果 

調査地点：06　　※「道路交通騒音06」と同地点
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

単位 ： km/h

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
12:00 43 37 26 42 31 44 40 43 35 37 38 40 34 39 36 49 34 40 35 30 39 38
13:00 29 43 48 42 24 43 32 33 26 39 36 27 23 34 22 24 40 25 27 26 40 29
14:00 38 34 43 33 42 48 35 38 38 33 38 37 27 40 31 35 46 39 41 54 38 39
15:00 31 34 30 22 27 35 37 40 41 35 33 42 22 42 43 31 28 46 36 38 30 36
16:00 27 31 34 40 48 36 36 47 37 38 37 32 36 32 39 33 55 51 44 38 42 40
17:00 27 39 32 35 37 40 35 43 34 28 35 44 43 35 26 35 38 33 30 48 41 37
18:00 37 36 30 38 29 32 47 42 41 47 38 41 37 36 47 45 39 33 52 58 33 42
19:00 50 38 41 45 44 51 40 44 37 35 38 41
20:00 41 41
21:00 39 28 31 33 33 33
22:00 28 28 39 41 40
23:00 30 30
0:00 39 39
1:00 33 52 43
2:00 -
3:00 51 25 38
4:00 29 29 42 42
5:00 20 43 50 25 39 46 45 38 18 45 33 52 57 46 42
6:00 49 41 37 43 48 41 45 45 51 32 43 36 31 44 33 36
7:00 47 42 33 44 47 41 39 42 45 36 42 42 34 28 37 32 40 35 52 37 32 37
8:00 43 37 46 42 42 37 34 41 48 39 41 30 30 42 29 31 28 36 34 38 38 34
9:00 29 33 24 35 48 27 33 37 20 41 33 27 30 37 44 39 32 41 37 40 29 36
10:00 48 23 42 43 39 30 33 35 44 32 37 39 27 48 44 32 39 42 32 18 36
11:00 48 25 23 32 38 40 30 32 35 37 34 27 26 34 46 41 25 41 39 43 44 37

　　　走行方向

時刻

北方向 平
均

南方向 平
均
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3 振動 

3-1 環境振動現地調査結果 

環境振動の現地調査結果を表 3-1-1～表 3-1-3 に示す。 

 

表 3-1-1 環境振動現地調査結果 

調査地点：01（一般環境振動）
調査期間：平成24年10月20日（土）～10月21日（日）

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 15 14 13 28
13:00 14 13 13 32
14:00 14 13 12 18
15:00 13 13 12 18
16:00 13 13 12 15
17:00 14 13 13 20
18:00 14 13 13 17
19:00 14 13 13 18
20:00 13 13 12 19
21:00 13 13 12 17
22:00 13 12 12 17
23:00 13 12 12 18
0:00 13 12 12 17
1:00 13 12 11 16
2:00 12 12 11 18
3:00 12 12 11 20
4:00 12 11 11 20
5:00 12 11 11 18
6:00 12 11 11 16
7:00 12 11 11 20
8:00 12 11 11 20
9:00 12 12 11 23
10:00 13 12 11 49
11:00 13 12 12 41

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 13 13 12 25
夜間 13 12 11 18

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

夜間

昼間

0

5

10

15

20

25

30

35

40

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
ル

　
（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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表 3-1-2 環境振動現地調査結果 

調査地点：02（一般環境振動）
調査期間：平成24年11月19日（月）～11月20日（火）

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 12 9 8 35
13:00 11 9 8 21
14:00 11 9 8 25
15:00 11 9 8 25
16:00 10 9 8 22
17:00 11 9 8 39
18:00 11 9 8 23
19:00 11 9 8 33
20:00 10 9 7 31
21:00 10 9 7 24
22:00 10 9 8 44
23:00 11 9 8 41
0:00 11 9 8 31
1:00 11 9 8 24
2:00 12 9 8 25
3:00 10 9 7 22
4:00 10 9 7 27
5:00 11 9 8 41
6:00 10 9 7 42
7:00 10 9 7 25
8:00 10 9 7 17
9:00 10 9 7 33
10:00 11 9 8 43
11:00 10 9 8 21

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 11 9 8 28
夜間 11 9 8 31

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

昼間

夜間

0

5

10

15

20

25

30

35

40

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
ル

　
（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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表 3-1-3 環境振動現地調査結果 

調査地点：03（一般環境振動）
調査期間：平成24年10月24日（水）～10月25日（木）

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 11 9 8 27
13:00 11 9 8 20
14:00 10 9 8 22
15:00 10 9 7 32
16:00 11 9 7 29
17:00 10 9 7 20
18:00 10 9 7 21
19:00 10 9 7 23
20:00 10 9 7 29
21:00 10 9 7 28
22:00 10 8 7 19
23:00 10 8 7 23
0:00 10 8 7 25
1:00 10 8 7 19
2:00 10 8 7 19
3:00 10 8 7 19
4:00 10 8 7 23
5:00 10 8 7 24
6:00 10 8 7 17
7:00 10 9 7 21
8:00 10 9 7 22
9:00 10 9 7 33
10:00 10 9 7 22
11:00 11 9 8 32

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 10 9 7 25
夜間 10 8 7 22

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

昼間

夜間

0

5

10

15

20

25

30

35

40

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
ル

　
（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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3-2 道路交通振動現地調査結果 

道路交通振動の現地調査結果を表 3-2-1～表 3-2-3 に示す。 

 

表 3-2-1 道路交通振動現地調査結果 

調査地点：04（道路交通振動）
調査期間：平成25年7月30日（火）～7月31日（水）

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 12 10 8 20
13:00 13 10 9 14
14:00 11 10 8 17
15:00 11 10 9 34
16:00 11 10 8 14
17:00 11 10 8 13
18:00 11 10 8 16
19:00 11 10 9 14
20:00 11 9 8 14
21:00 11 9 8 12
22:00 11 10 8 13
23:00 11 9 8 12
0:00 11 9 8 18
1:00 11 10 8 14
2:00 11 9 8 13
3:00 11 9 8 13
4:00 11 9 8 12
5:00 11 10 8 31
6:00 11 9 8 17
7:00 11 10 8 34
8:00 12 10 8 25
9:00 12 10 8 12
10:00 12 10 8 45
11:00 11 10 8 18

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 11 10 8 20
夜間 11 9 8 17

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

昼間

夜間

0

10

20

30

40

50

60

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
ル

　
（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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表 3-2-2 道路交通振動現地調査結果 

調査地点：05（道路交通振動）
調査期間：平成24年10月24日(水)～10月25日(木)

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 10 9 8 41
13:00 11 9 8 34
14:00 11 9 8 29
15:00 11 9 8 25
16:00 10 9 8 49
17:00 10 9 7 22
18:00 10 9 7 23
19:00 10 9 7 17
20:00 10 9 7 16
21:00 10 9 7 12
22:00 10 9 7 13
23:00 10 9 7 14
0:00 10 9 7 13
1:00 10 9 7 13
2:00 10 9 7 13
3:00 10 9 7 14
4:00 10 9 7 13
5:00 10 9 7 12
6:00 10 9 7 20
7:00 10 9 7 23
8:00 11 9 8 43
9:00 10 9 8 31
10:00 11 9 8 36
11:00 11 9 8 24

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 11 9 8 31
夜間 10 9 7 15

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

昼間

夜間

0
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20
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40
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60

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
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（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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表 3-2-3 道路交通振動現地調査結果 

調査地点：06（道路交通振動）
調査期間：平成24年10月24日(水)～10月25日(木)

時刻別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

12:00 12 10 8 39
13:00 12 10 9 42
14:00 14 10 9 46
15:00 12 10 8 40
16:00 14 10 8 43
17:00 14 10 9 38
18:00 12 10 9 31
19:00 11 10 8 34
20:00 11 10 8 27
21:00 11 10 8 28
22:00 11 10 8 29
23:00 11 10 8 28
0:00 11 10 8 27
1:00 11 10 8 31
2:00 11 10 8 15
3:00 11 10 8 42
4:00 11 10 8 41
5:00 11 10 8 34
6:00 12 10 8 46
7:00 17 10 8 42
8:00 13 10 9 45
9:00 16 10 9 46
10:00 12 10 9 41
11:00 14 10 9 44

時間帯別測定データ 単位：dB

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90 Ｌmax

昼間 13 10 9 41
夜間 12 10 8 32

時間区分
振動レベル

時刻
振動レベル

昼間

昼間

夜間

0

10

20

30

40

50

60

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
調査時刻

振
動
レ

ベ
ル

　
（

d
B
）

Ｌ10 Ｌ50 Ｌ90
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3-3 地盤卓越振動数現地調査結果 

地盤卓越振動数の現地調査結果を表 3-3-1～表 3-3-3 に、調査地点の断面図を図 3-3-1 に示

す。 

 

表 3-3-1 地盤卓越振動数現地調査結果 

調査地点： 04　　※「道路交通振動04」と同地点

調査期間： 平成25年7月30日（火）～7月31日（水） 単位：dB

サン １/３オクターブバンド中心周波数（Hz） 卓  越

プル AP 振動数

№ （Hz）

1 54.6 5.5 4.1 7.7 8.4 7.4 4.8 0.0 4.4 5.6 11.9 31.0 43.9 40.5 45.7 48.5 49.6 45.1 39.6 35.9 36.4 31.5

2 54.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.6 24.3 41.7 44.9 46.0 45.2 50.3 47.0 42.5 35.5 35.3 31.5

3 53.3 2.8 3.4 11.6 14.2 10.3 8.0 8.5 8.7 6.3 8.0 24.0 44.6 45.3 42.2 46.5 48.3 41.2 36.3 32.4 32.1 31.5

4 55.3 1.5 0.0 1.4 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 0.0 8.2 24.5 44.2 47.0 46.3 48.0 48.1 48.3 42.0 36.3 35.3 40

5 55.5 1.9 0.0 5.2 13.9 10.7 5.5 5.5 8.8 3.6 11.0 30.9 42.9 43.7 45.3 51.8 49.1 44.9 39.7 35.2 34.4 25

6 57.7 2.2 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 10.2 24.1 43.1 50.8 51.7 51.5 51.0 42.5 40.9 35.9 34.8 20

7 56.2 1.9 3.2 9.8 13.5 11.0 1.6 6.2 9.2 10.9 12.4 26.0 41.6 44.1 43.1 51.5 52.1 44.7 40.3 37.0 36.5 31.5

8 59.2 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 14.5 28.2 46.9 51.3 52.9 52.3 53.6 44.4 37.2 38.7 36.2 31.5

9 54.7 0.0 4.6 10.8 10.7 4.4 0.0 8.0 5.9 4.7 11.4 30.2 42.3 45.4 46.8 46.7 50.0 44.9 39.0 34.5 36.2 31.5

10 55.9 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 15.6 32.2 44.9 47.4 48.0 45.9 48.6 50.1 41.1 37.0 35.2 40

平均卓越振動数（Hz） 31.4

10 12.51.0 1.25 1.6 2.0 2.5 3.15 4.0 5.0 6.3 8.0 63 8016 20 25 31.5 40 50

 

 

表 3-3-2 地盤卓越振動数現地調査結果 

調査地点： 05　　※「道路交通振動05」と同地点

調査期間： 平成24年10月24日(水)～10月25日(木) 単位：dB

サン １/３オクターブバンド中心周波数（Hz） 卓  越

プル AP 振動数

№ （Hz）

1 45.9 2.8 0.0 0.0 0.0 1.4 2.1 7.8 5.0 8.6 10.8 13.5 9.8 18.2 23.7 27.8 35.8 35.4 36.1 42.9 38.2 63

2 48.1 2.7 0.0 0.0 12.3 18.5 7.8 12.2 13.9 0.0 9.9 8.8 20.9 23.0 29.7 23.9 34.0 35.0 39.6 40.3 45.7 80

3 45.8 0.0 0.9 0.0 0.6 4.5 17.8 13.0 12.0 11.2 9.8 13.4 16.9 21.2 16.5 24.3 26.3 35.0 38.9 43.5 35.3 63

4 47.7 0.0 2.4 0.0 1.8 0.0 0.0 4.3 9.2 2.3 7.3 10.8 13.2 24.1 20.5 28.0 31.9 36.8 41.0 39.9 44.6 80

5 43.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 6.3 3.8 0.0 4.5 0.0 7.3 7.0 14.5 19.9 19.8 28.0 32.8 38.6 38.4 34.4 50

6 45.7 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 11.9 0.0 5.6 0.0 0.0 6.3 18.7 21.3 24.4 31.1 36.7 38.5 42.8 37.0 63

7 42.9 0.0 2.8 0.6 0.0 0.0 0.0 5.9 1.8 4.3 7.0 7.2 10.6 19.1 19.4 23.8 33.0 31.8 37.4 39.0 33.6 63

8 45.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 2.4 5.3 0.0 5.5 15.1 15.4 20.5 27.1 30.0 40.6 38.6 39.8 36.3 40

9 44.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 0.0 8.3 6.2 0.0 10.6 7.3 15.8 15.3 22.5 29.3 31.0 32.0 36.8 39.6 39.5 63

10 47.8 0.0 4.7 2.2 0.0 0.0 7.9 9.3 5.8 0.9 5.1 6.4 18.8 23.0 23.6 26.3 38.6 36.7 34.9 39.5 45.5 80

平均卓越振動数（Hz） 64.5

6.3 8.0 63 8016 20 25 31.5 40 5010 12.51.0 1.25 1.6 2.0 2.5 3.15 4.0 5.0

 

 

表 3-3-3 地盤卓越振動数現地調査結果 

調査地点： 06　　※「道路交通振動06」と同地点

調査期間： 平成24年10月24日(水)～10月25日(木) 単位：dB

サン １/３オクターブバンド中心周波数（Hz） 卓  越

プル AP 振動数

№ （Hz）

1 54.6 0.5 0.5 0.5 1.2 0.5 0.5 0.5 0.5 2.8 4.5 8.0 10.3 19.5 24.9 38.8 48.7 49.3 47.2 44.9 45.7 40

2 54.2 1.3 2.8 3.6 4.0 1.3 9.3 18.6 19.8 16.8 6.9 11.7 13.4 16.5 25.8 34.5 47.0 49.7 48.6 43.7 42.9 40

3 50.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 1.2 0.2 3.9 18.8 24.0 38.5 46.8 44.5 40.0 38.8 35.6 31.5

4 54.6 0.5 5.8 3.4 2.5 7.0 0.5 0.5 1.7 5.5 4.3 8.0 14.4 24.2 27.7 35.8 46.9 50.7 48.4 44.1 43.0 40

5 51.6 1.2 0.2 3.1 0.2 0.7 3.7 1.6 0.2 2.1 3.5 1.3 14.7 16.9 27.5 37.7 48.2 44.6 42.5 42.5 39.0 31.5

6 50.5 0.0 0.3 3.3 2.0 0.0 0.1 0.0 0.0 1.1 0.2 0.1 4.0 19.7 24.2 39.1 47.6 45.0 39.2 36.3 34.2 31.5

7 51.3 12.0 8.8 4.8 4.9 4.2 4.2 6.3 4.3 2.2 1.2 7.4 7.5 18.5 28.7 38.8 45.4 45.9 45.6 39.9 39.1 40

8 50.4 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 2.2 1.5 0.7 10.9 19.7 29.0 37.2 48.0 43.7 39.7 35.4 37.3 31.5

9 54.5 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0 0.1 4.2 3.1 0.0 3.3 3.3 5.6 14.0 25.6 40.7 51.9 46.7 46.9 38.6 39.8 31.5

10 54.5 3.7 6.3 6.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 9.2 13.3 19.8 30.2 41.3 50.7 49.5 43.9 42.9 41.5 31.5

平均卓越振動数（Hz） 34.9

6.3 8.0 63 8016 20 25 31.5 40 5010 12.51.0 1.25 1.6 2.0 2.5 3.15 4.0 5.0
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図 3-3-1 調査地点断面図 

 

▼：予測地点 

地点 06 

4.4m 
(車道) 

0.9m 
(路肩) 

0.5m 
(路肩) 

1.0m 
(歩道) 

東行         西行 

南アルプス方面    静岡市街方面 

地点 04  北行       南行 

西俣・東俣方面    椹島方面   

4.0m 
(車道) 

地点 05 北行         南行 

二軒小屋方面     畑薙方面   

6.0m 
(車道) 
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4 地下水 

4-1 薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針について 

 

薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針 

 

〔昭和 49 年 7 月 10 日建設省官技発第 160 号〕 

 

第 1 章 総則 

1－1 目的 

この指針は、薬液注入工法による人の健康被害の発生と地下水等の汚染を防止するために必

要な工法の選定、設計、施工及び水質の監視についての暫定的な指針を定めることを目的とす

る。 

 

1－2 適用範囲 

この指針は、薬液注入工法による建設工事に適用する。 

ただし、工事施工中緊急事態が発生し、応急措置として行うものについては、適用しない。 

 

1－3 用語の定義 

この指針において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

(1) 薬液注入工法 

薬液を地盤に注入し、地盤の透水性を減少させ、又は地盤の強度を増加させる工法をいう。 

(2) 薬 液 

次に掲げる物質の一以上をその成分の一部に含有する液体をいう。 

  イ けい酸ナトリウム 

  ロ リグニン又はその誘導体 

  ハ ポリイソシアネート 

  ニ 尿素・ホルムアルデヒド初期縮合物 

  ホ アクリルアミド 

 

第 2 章 薬液注入工法の選定 

2－1 薬液注入工法の採用 

薬液注入工法の採用は、あらかじめ 2－2 に掲げる調査を行い、地盤の改良を行う必要がある

箇所について他の工法の採用の適否を検討した結果、薬液注入工法によらなければ、工事現場

の保安、地下埋設物の保護、周辺の家屋その他の工作物の保全及び周辺の地下水位の低下の防

止が著しく困難であると認められる場合に限るものとする。 

 

2－2 調 査 

薬液注入工法の採用の決定にあたって行う調査は、次のとおりとする。 
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(1) 土質調査 

土質調査は、次に定めるところに従って行うものとする。 

  イ 原則として、施工面積 1,000 平方メートルにつき 1 箇所、各箇所間の距離 100 メート

ルを超えない範囲でボーリングを行い、各層の資料を採取して土の透水性、強さ等に関

する物理的試験及び力学的試験による調査を行わなければならない。 

  ロ 河川の付近、旧河床等局部的に土質の変化が予測される箇所については、イに定める

基準によりも密にボーリングを行わなければならない。 

  ハ イ、又はロによりボーリングを行った各地点の間は、必要に応じサウンディング等に

よって補足調査を行い、その間の変化を把握するように努めなければならない。 

  ニ イからハまでにかかわらず、岩盤については、別途必要な調査を行うものとする。 

(2) 地下埋設物調査 

地下埋設物調査は、工事現場及びその周辺の地下埋設物の位置、規格、構造及び老朽度に

ついて、関係諸機関から資料を収集し、必要に応じつぼ掘により確認して行うものとする。 

(3) 地下水位調査 

地下水位調査は、工事現場及びその周辺の井戸等について、次の調査を行うものとする。 

  イ 井戸の位置、深さ、構造、使用目的及び使用状況 

  ロ 河川、湖沼、海域等の公共用水域及び飲用のための貯水池並びに養魚施設（以下「公

共用水域等」という。）の位置、深さ、形状、構造、利用目的及び利用状況 

 

2－3 使用できる薬液 

薬液注入工法に使用する薬液は、当分の間水ガラス系の薬液（主剤がけい酸ナトリウムであ

る薬液をいう。以下同じ。）で劇物又は弗素化合物を含まないものに限るものとする。 

 

第 3 章 設計及び施工 

3－1 設計及び施工に関する基本的事項 

薬液注入工法による工事の設計及び施工については、薬液注入箇所周辺の地下水及び公共用

水域等において、別表－1 の水質基準が維持されるよう、当該地域の地盤の性質、地下水の状

況及び公共用水域等の状況に応じ適切なものとしなければならない。 

 

3－2 現場注入試験 

薬液注入工事の施工にあたっては、あらかじめ、注入計画地盤又はこれと同等の地盤におい

て設計どおりの薬液の注入が行われるか否かについて、調査を行うものとする。 

 

3－3 注入にあたっての措置 

(1) 薬液の注入にあたっては、薬液が十分混合するように必要な措置を講じなければならない。 

(2) 薬液の注入作業中は注入圧力と注入量を常時監視し、異常な変化を生じた場合は、直ちに

注入を中止し、その原因を調査して、適切な措置を講じなければならない。 

(3) 地下埋設物に近接して薬液の注入を行う場合においては、当該地下埋設物に沿って薬液が
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流出する事態を防止するよう必要な措置を講じなければならない。 

 

3－4 労働災害の発生の防止 

薬液注入工事及び薬液注入箇所の掘削工事の施工にあたっては、労働安全衛生法その他の法

令の定めるところに従い、安全教育の徹底、保護具の着用の励行、換気の徹底等労働災害の発

生の防止に努めなければならない。 

 

3－5 薬液の保管 

薬液の保管は、薬液の流出、盗難等の事態が生じないように厳正に行わなければならない。 

 

3－6 排出水等の処理 

(1) 注入機器の洗浄水、薬液注入箇所からの漏水等の排出水を公共用水域へ排出する場合にお

いては、その水質は、別表－2 の基準に適合するものでなければならない。 

(2) (1)の排出水の排出に伴い排水施設に発生した泥土は、廃棄物の処理及び清掃に関する法

律その他の法令の定めるところに従い、適切に処分しなければならない。 

 

3－7 残土及び残材の処分方法 

(1) 薬液を注入した地盤から発生する掘削残土の処分にあたっては、地下水及び公共用水域等

を汚染することのないよう必要な措置を講じなければならない。 

(2) 残材の処理にあたっては、人の健康被害が発生することのないよう措置しなければならな

い。 

 

第 4 章 地下水等の水質の監視 

4－1 地下水等の水質の監視 

(1) 事業主体は、薬液の注入による地下水及び公共用水域等の水質の汚濁を防止するため、薬

液注入箇所周辺の地下水及び公共用水域等の水質の汚濁の状況を監視しなければならない。 

(2) 水質の監視は、4－2 に掲げる地点で採水し、別表－1 に掲げる検査項目について同表に掲

げる検査方法により検査を行い、その測定値が同表に掲げる水質基準に適合しているか否か

を判定することにより行うものとする。 

(3) (2)の検査は、公的機関又はこれと同等の能力及び信用を有する機関において行うものと

する。 

 

4－2 採水地点 

採水地点は、次の各号に掲げるところにより選定するものとする。 

(1) 地下水については、薬液注入箇所及びその周辺の地域の地形及び地盤の状況、地下水の流

向等に応じ、監視の目的を達成するため必要な箇所について選定するものとする。この場合

において、注入箇所からおおむね 10 メートル以内に少なくとも数箇所の採水地点を設けな

ければならない。 
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なお、採水は、観測井を設けて行うものとし、状況に応じ既存の井戸を利用しても差し支

えない。 

(2) 公共用水域等については、当該水域の状況に応じ、監視の目的を達成するため必要な箇所

について選定するものとする。 

 

4－3 採水回数 

採水回数は、次の各号に定めるところによるものとする。 

(1) 工事着手前 1 回 

(2) 工 事 中 毎日 1 回以上 

(3) 工事終了後 

  イ 2 週間を経過するまで毎日 1 回以上（当該地域における地下水の状況に著しい変化が

ないと認められる場合で、調査回数を減じても監視の目的が十分に達成されると判断さ

れるときは、週 1 回以上） 

  ロ 2 週間経過後半年を経過するまでの間にあっては、月 2 回以上 

 

4－4 監視の結果講ずべき措置 

監視の結果、水質の測定値が別表－1 に掲げる水質基準に適合していない場合又は、そのお

それのある場合には、直ちに工事を中止し、必要な措置をとらなければならない。 

 

別表 1 水質基準 

薬液の種類 検査項目 検査方法 水質基準 

有機物を含ま

ないもの 
水素イオン濃度 

水質基準に関する省令（昭

和 41 年厚生省令第 11 号。

以下「厚生省令」という。）

又は日本工業規格 K0102 の

8 に定める方法 

pH 値 8.6 以下（工事直前

の測定値が 8.6 を超える

ときは、当該測定値以下）

であること 

水素イオン濃度 同上 同上 

水
ガ
ラ
ス
系 有機物を含む

もの 
過マンガン酸カリ

ウム消費量 
厚生省令に定める方法 

10ppm 以下（工事直前の測

定値が 10ppm を超えると

きは、当該測定値以下）

であること。 

 

 

別表 2 排水基準 

薬液の種類 検査項目 検査方法 水質基準 

有機物を含ま

ないもの 
水素イオン濃度 

日本工業規格K0102の8に定

める方法 

排水基準を定める省令

（昭和 46 年総理府令第

35 号）に定める一般基準

に適合すること。 

水素イオン濃度 同上 同上 

水
ガ
ラ
ス
系 有機物を含む

もの 
生物化学的酸素要

求量又は化学的酸

素要求量 

日本工業規格K0102の16又

は13に定める方法 

排水基準を定める省令に

定める一般基準に適合す

ること。 
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4-2 高橋の水文学的方法について 

高橋の水文学的方法は、トンネル掘削時の恒常湧水量は、周辺沢の基底流量に比例するとい

う考え方に基づいている。地質は地形を反映しており、また、地下水は地形に沿って流動する

と考え、流出幅を求めるものである。以下に算出の手順を示す。 

 

4-2-1 単位流域の設定 

トンネルと交差もしくは付近にある沢・河川を対象として、沢の上流から他の大きな沢・

河川との合流点までの範囲について、稜線を境界とする単位流域を設定する。単位流域の設

定においては、沢と稜線の比高がトンネルの平均的な土被りに一致するように対象範囲を選

定する。図 4-2-1-1 に設定のイメージを示す。また、主流路を直線のつながりと考え分割し

て、各直線の距離を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-1-1 単位流域及び流路延長の設定イメージ 

 

4-2-2 単位流域における平均流路幅（R）の算出 

単位流域内の面積（A）を、図 4-2-1-1 及び式 4-2-2-1 により求めた主流路の延長（L）か

ら、式 4-2-2-2 に基づき、平均流路幅（R）を算出する。 

 

                    （式 4-2-2-1） 

 

                    （式 4-2-2-2） 

 

4-2-3 流路の平均比高（Hm）の算出 

主流路を n 間隔で分割し、各位置での左右分水界と河床との標高を求める。両者の標高か

ら比高（H）を算出し、式 4-2-3-1 に基づき流域全体で平均比高（Hm）を算出する。図 4-2-3-1

に比高のイメージを示す。 

4321 LLLLL 

LAR 2



環 4-2-2 

 

                         （式 4-2-3-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-3-1 比高のイメージ 

 

4-2-4 平均透水性の算出 

平均透水性（Kt）を式 4-2-4-1 に基づき算出する。 

 

                      （式 4-2-4-1） 

 

4-2-5 H－R 曲線の作成 

式 4-2-5-1 から、任意の高さ H と R の関係式を得る。 

 

                      （式 4-2-5-1） 

 

式 4-2-5-1 に基づき H に対する H－R 曲線を作成する。図 4-2-5-1 に H-R 曲線のイメージ

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-5-1 H-R 曲線のイメージ 
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4-2-6 流出範囲の算出 

トンネルと直交する断面を描き、断面ごとにトンネル FL と H-R 曲線の原点を重ね合わせ、

曲線と地表面が交差する地点までを、トンネル方向に地下水が流出する可能性のある範囲と

する。図 4-2-6-1 に算出のイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-6-1 流出範囲算出のイメージ 
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5 水資源 

5-1 水収支解析について 

5-1-1 トンネル水収支モデルの概要 

計画地周辺における地下水への影響の予測は、トンネル水収支モデルによって行った。プ

ログラムは、TOWNBY（「トンネル掘さくに伴う湧水とそれに伴う水収支変化に関する水文地

質学的研究」（鉄道技術研究報告、1983 年 3 月）に記載のプログラム）を用いた。 

トンネル水収支解析モデルは、表 5-1-1-1 及び図 5-1-1-1 に示すように、3 つのサブモデ

ルで構成される。 

 

表 5-1-1-1 サブモデルの概要 

①地形・地盤 

 モデル 

 

地表水および地下水の流動の場（入れもの）である地形起伏と地下地質

構造を表現するモデルである。地表水は基本的には地形の起伏に従って、

標高の高い地点から低い地点に向け流動する。また、地下水は、地下水

位の高いほうから低いほうに流動するが、地下水位は地盤の有効間隙率

の影響を受けるとともに、地下水流動量は地盤の透水係数に比例する。

②水循環モデル 大気―地表・土壌―地下水―地表水の間を循環する水の挙動を表現する

モデルである。 

③トンネル 

 モデル 

トンネル掘削状況（切羽位置、掘削速度、トンネル形状、覆工など）の

モデル化であり、水循環モデルに組み込むことにより、トンネル掘削に

よる影響を予測解析することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-1-1 トンネル水収支モデル模式図 

地下水流動（準三次元） 

トンネル湧水 
 
  トンネル 

大     気 

地表水流動（平面二次元） 

降水     蒸発散 

浸透           湧出
（尾根部）         （谷部）
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(1) 地形・地盤モデル 

 1) モデルの構造 

地形の起伏が大きく、標高差が大きな山岳部では、地表水の流動だけではなく、自然状態

の地下水流動も地形の影響を大きく受ける。従って、水が流動する場である地形・地盤を三

次元的に表現した。図 5-1-1-2 にモデル構造のイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-1-2 モデルの構造のイメージ（直方体ブロックの集合体） 

（各ブロックの模様の違いで地質の違いを表現している） 

 

 2) 透水量係数 

地下水の流動は平面 2 次元流動として扱うため、平面グリッドごとに深度方向に透水係数

を積算した透水量係数を算出した。図 5-1-1-3 に透水量係数の算出方法のイメージを示す。 

 

図 5-1-1-3 透水量係数の算出方法 

Ａ   ｋＡ×層厚（地下水位よりも下側） 

Ｂ   ｋＢ×層厚（ブロック高さ） 

Ｃ   ｋＣ×層厚（ブロック高さ）    合計 

Ｄ   ｋＤ×層厚（ブロック高さ）     ↓ 

Ｅ   ｋＥ×層厚（ブロック高さ）    透水量係数 

Ｆ   ｋＦ×層厚（ブロック高さ） 

    （ｋ：透水係数） 

地下水位 

 
 
Δz 
         Δy 
    Δｘ 
 

Δｘ : 100 m 
Δｙ : 100 m 
Δｚ :  25 m 
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(2) 水循環モデル 

トンネル掘削に伴う水循環の変化に関わる水収支項目と、それらの相互関係をモデル化す

るうえで、地下水と地表水の相互作用を無視できないことから、両者を一括して扱った。 

 

  ・地表水流動  ： 平面二次元流動（連結タンクモデルを図 5-1-1-4 に示す。） 

  ・地下水流動  ： 準三次元流動（地下水流動方程式は次式の通り） 

  ・トンネル湧水 ： トンネルが位置する地盤ブロックとの間で湧水量を算出 

 

水循環の計算では、式 5-1-1 に示す方程式を解く。基本方程式（微分方程式）を解くため

に、一般に、数値解析が用いられる。TOWNBY では、差分法を用いている。 
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h
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h
T
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)()(      (式 5-1-1) 

      式で、 h  ：地下水位 

         t  ：時間 

         T  ：透水量係数 

         S  ：有効間隙率 

        Qr  ：地表からの地下水浸透量 

        Qd  ：トンネル湧水量、地表への湧出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-1-4 連結タンクモデル 

             降水  蒸発散 

上流から 

地表流入          

 

 

               地表水       

                 

                        

 

 

         浸透 

 

 

       土壌水 

下流への 

             地表流出 

 

          地下浸透 

             （下部不飽和帯） 
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(3) トンネルモデル 

トンネル湧水に関係する主な要素には、地下水位、地盤の透水性、トンネルの径と延長が

ある。これらの関係は、式 5-1-2 のように示される（「グラウトによるトンネル湧水量変化

解析」トンネルと地下、vol.11、No.10、1980 年 10 月）。 

            
)/ln()/()/2ln(

2

abkskbH

kH
Q





  (式 5-1-2) 

    式で、 ks  ：覆工構造物の透水係数 

       k  ：地盤の透水係数 

       H  ：トンネルから地下水面までの高さ 

      ba,  ：トンネル内径、外径 
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5-1-2 解析条件 

トンネル水収支モデルに関わる基本項目について表 5-1-2-1 に示す。 

 

表 5-1-2-1 解析条件 

項目 内 容 

モデル  ：トンネル水収支モデル 

解析コード：TOWNBY 解析手法 

計算条件 ：非定常計算 

解析範囲 

東西 41.1km、南北 25.2km、面積  545.4 ㎞２、鉛直方向 100～3,225m 

ブロックサイズ：100m×100m×25m 

最大ブロック数：東西 411、南北 252、鉛直 125 

総ブロック数  ：4,993,336 

境界条件 

表層 ：降雨浸透境界（既知流量境界）、浸出面境界 

水域 ：河川（既知水頭境界、浸出境界） 

尾根部：流域界に基づく地形の尾根部（閉鎖境界） 

地形・地質

条件 

地表面標高：メッシュ標高（国土地理院） 

地質構造 ：地質調査結果に基づく 

気象条件 降水量、蒸発散量 

水理定数 地質調査結果に基づく 

 

 

(1) 解析範囲及び要素区分 

解析範囲は、事業実施区域を包括し、河川等の地形に沿った範囲とした。また、要素は水

平方向に 100m×100m、深度方向に 25m の要素で区分した。解析範囲を図 5-1-2-1 に示す。 
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解析範囲 

解析範囲 

図 5-1-2-1 解析範囲 
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■ 四万十層群 砂岩 
■ 四万十層群 粘板岩 
■ 四万十層群 緑色岩・チャート 
■ 四万十層群 石灰岩 
■ 断層、断層破砕帯、割れ目集中帯 

(2) 地下地質及び透水係数 

地下地質の要素区分を図 5-1-2-2 に示す。また、各層の透水係数については、表 5-1-2-2

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-2-2 地下地質の要素区分 

 

 

表 5-1-2-2 透水係数モデル入力値（m/sec） 

No. 地盤区分 風化部 ゆるみ部 新鮮岩 

1 未固結層堆積層 1.0×10-5 

2 砂岩 4.0×10-6 2.0×10-6 2.0×10-7 

3 頁岩、砂岩頁岩互層 2.0×10-6 1.0×10-6 1.0×10-7 

4 緑色岩・チャート 4.0×10-6 2.0×10-6 2.0×10-7 

5 

四万十層群 

石灰岩 1.0×10-5 5.0×10- 1.0×10-6 

6 断層（推定断層を含む） 2.0×10-6 

7 断層破砕帯 2.0×10-6 

8 割れ目集中帯 2.0×10-6 
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6  動物 

6-1 動物出現種リスト 

6-1-1 哺乳類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における哺乳類確認種一覧は表 6-1-1-1 に示す。 

 

表 6-1-1-1 哺乳類確認種一覧 
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6-1-2 鳥類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における鳥類確認種一覧は表 6-1-2-1 に示す。 

 

表 6-1-2-1(1) 鳥類確認種一覧 
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表 6-1-2-1(2) 鳥類確認種一覧 
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6-1-3 爬虫類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における爬虫類確認種一覧は表 6-1-3-1 に示す。 

 

表 6-1-3-1 爬虫類確認種一覧 
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6-1-4 両生類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における両生類確認種一覧は表 6-1-4-1 に示す。 

 

表 6-1-4-1 両生類確認種一覧 
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6-1-5 昆虫類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における昆虫類確認種一覧は表 6-1-5-1 に示す。 

 
表 6-1-5-1(1) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(2) 昆虫類確認種一覧 

 



環 6-1-8 

表 6-1-5-1(3) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(4) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(5) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(6) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(7) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(8) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(9) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(10) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(11) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(12) 昆虫類確認種一覧 

 



環 6-1-18 

表 6-1-5-1(13) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(14) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(15) 昆虫類確認種一覧 

 



環 6-1-21 

表 6-1-5-1(16) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(17) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(18) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(19) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(20) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(21) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(22) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(23) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(24) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(25) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(26) 昆虫類確認種一覧 
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表 6-1-5-1(27) 昆虫類確認種一覧 
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6-1-6 魚類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における魚類確認種一覧は表 6-1-6-1 に示す。 

 

表 6-1-6-1 魚類確認種一覧 
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6-1-7 底生動物 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における底生動物確認種一覧は表 6-1-7-1 に示す。 

 
表 6-1-7-1(1) 底生動物確認種一覧 
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表 6-1-7-1(2) 底生動物確認種一覧 
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6-1-8 真正クモ類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における真正クモ類確認種一覧は表 6-1-8-1 に示す。 

 

表 6-1-8-1(1) 真正クモ類確認種一覧 
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表 6-1-8-1(2) 真正クモ類確認種一覧 

 



環 6-1-38 

表 6-1-8-1(3) 真正クモ類確認種一覧 
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表 6-1-8-1(4) 真正クモ類確認種一覧 
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6-1-9 陸産貝類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における陸産貝類確認種一覧は表 6-1-9-1 に示す。 

 

表 6-1-9-1 陸産貝類確認種一覧 

 
 

 



 環 6-2-1

6-2 林道東俣線等に関する動物調査 

林道東俣線等は、山側からの土砂の流入、川側のガードレール及び土留め壁等が損傷してい

る。一方、工事の実施にあたり資材等の搬入、発生土の運搬等のため、林道東俣線等を使用す

る必要がある。使用に際しては、必要な区間において、道路面へ崩落した堆積土砂の排除及び

道路面の舗装等を行う計画である。また、冬季期間中も工事を実施する計画としている。 

そのため、林道東俣線等の周辺において舗装工事の影響を把握するために舗装による変化が

懸念される林道周辺を生息環境とする重要な種（両生類、爬虫類、昆虫類、真正クモ類及び陸

産貝類）に関する調査を実施した。また、工事中の濁水等及び凍結防止剤の影響が懸念される

林道沿いの河川における重要な種（哺乳類（カワネズミ）、魚類、底生動物）に関する調査を実

施した。また、調査において確認された重要な種への影響について予測及び評価を行った。 

 

6-2-1 調査方法 

哺乳類、爬虫類、両生類、昆虫類、魚類、底生動物、真正クモ類、陸産貝類の状況につい

て表 6-2-1-1 に示す方法により調査した。生息が確認された種の内、表 6-2-1-2 に示す基準

に該当するものを重要な種として選定した。なお、重要な種の選定にあたっては、必要に応

じて専門家の指導・助言を受け、選定した。 

調査範囲は、林道東俣線全線、特種東海製紙㈱の管理用道路（二軒小屋ゲート～西俣・二

軒小屋発電所付近及び東俣・坑口（工事用道路）付近）までの区間とし、一般調査において

既に調査範囲が設定されている区間はその結果を用いた。また、調査幅は林道端から 50m の

範囲とした。 
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表 6-2-1-1 動物の調査方法 

調査項目 調査方法 

哺乳類（カワネ

ズミ） 

任意確認（ト

ラップ法） 

調査地域内に設定した調査地点・範囲（河川）において、カゴワナを用い

てカワネズミを捕獲した。 

爬虫類・両生類 任意確認 調査地域内を任意に踏査し、目視観察及び捕獲、鳴き声等により確認され

た両生類・爬虫類の種名、個体数、確認位置等を記録した。なお、昼間は

目視により個体を確認し、夜間はカエル類の鳴き声等を確認した。 

昆虫類 任意採集 調査地域内を任意に踏査し、目視観察及び鳴き声等で確認された昆虫類の

種名を記録した。また、目視観察で種名の確認が困難な場合は、捕虫網等

を用いて採集した。なお、捕虫網を振り回し昆虫類を採集するスウィーピ

ング法、樹木の枝、葉等を叩き、付着している昆虫類を採集するビーティ

ング法も併用した。また、現地での種の識別が困難なものは、標本として

持ち帰り、同定を行った。 

魚類 任意採集 調査地域内に設定した調査地点・範囲（河川）において、各種漁具(投網、

タモ網、電気ショッカー、釣り）を用いて任意に魚類を採取し、種名、個

体数、確認環境等を記録した。また、潜水による目視観察も行った。なお、

現地での種の識別が困難なものは、採取した魚類をホルマリン等で固定し

て標本として持ち帰り、同定を行った。 

底生動物 任意採集 

 

調査地域内に設定した調査地点・範囲（河川）において、タモ網等を用い

て任意に底生動物の採集を行った。採集した底生動物はホルマリンで固定

して標本として持ち帰り、同定を行った。 

真正クモ類 任意採集 調査地域内を任意に踏査し、目視観察等で確認されたクモ類の種名を記録

した。また、目視観察で種名の確認が困難な場合は、捕虫網等を用いて採

取した。さらに、現地での種の識別が困難なものは、標本として持ち帰り、

同定を行った。 

陸産貝類 任意採集 調査地域内を任意に踏査し、熊手、ライト等を用いて、目視観察及び捕獲

により確認された陸産貝類の種名、個体数、確認位置等を記録した。また、

微小な陸産貝類を対象に、リター層ごと採取して持ち帰り、同定を行った。
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表 6-2-1-2 重要な種の選定基準 

番号 文献及び法令名 区分 

① 文化財保護法（昭和 25 年、法律第 214 号） 
特天：特別天然記念物 

天：天然記念物 

② 
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

（平成 4 年、法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

③ 
静岡県文化財保護条例（昭和 36 年、静岡県条例第 23 号） 

静岡市文化財保護条例（平成 15 年、静岡市条例第 281 号） 

県天：県指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

④ 
静岡県希少野生動植物保護条例 

（平成 23 年、静岡県条例第 37 号）

指定：指定希少野生動植物 

特定：特定希少野生動植物 

環境省第 4 次レッドリスト 哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類・昆

虫類、貝類、その他無脊椎動物（平成 24 年、環境省） 

⑤ 

環境省第 4 次レッドリスト 汽水・淡水魚類（平成 25 年、環境

省） 

EX：絶滅 

EW：野生絶滅 

CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群

⑥ 
まもりたい静岡県の野生生物－県版レッドデータブック－動物

編 2004（平成 16 年、静岡県） 

EX：絶滅 

EW：野生絶滅 

CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群

N-Ⅰ: 要注目種（現状不明） 

N-Ⅱ：要注目種（分布上注目種等）

N-Ⅲ：要注目種（部会注目種） 

⑦ 専門家の助言により選定した種 ○：選定した種 
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6-2-2 調査期間 

動物の現地調査は表 6-2-2-1 に示す時期に実施した。 

 

表 6-2-2-1 調査期間 

調査項目 調査手法 調査実施日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～23 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～25 日 

哺乳類 任意確認 

（トラップ法） 

秋季 平成 24 年 10 月 30 日～11 月 3 日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～24 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～26 日 

爬虫類 任意確認 

秋季 平成 24 年 9 月 24 日～27 日 

春季 平成 25 年 5 月 8 日～10 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～26 日 

両生類 任意確認 

秋季 平成 24 年 9 月 24 日～27 日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～24 日 

夏季① 平成 25 年 7 月 23 日～26 日 

夏季② 平成 24 年 8 月 24 日～27 日 

昆虫類 任意採集 

秋季 平成 24 年 9 月 13 日～16 日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～23 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～25 日 

秋季 平成 24 年 10 月 31 日、11 月 2 日 

魚類 任意採集 

冬季 平成 24 年 12 月 8 日 

春季 平成 25 年 5 月 8 日～9 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～25 日 

秋季 平成 24 年 10 月 31 日、11 月 2 日 

底生動物 任意採集 

 

冬季 平成 24 年 12 月 8 日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～24 日 

夏季① 平成 25 年 7 月 23 日～26 日 

夏季② 平成 24 年 8 月 24 日～27 日 

真正クモ類 任意採集 

秋季 平成 24 年 9 月 13 日～16 日 

夏季 平成 25 年 6 月 10 日～13 日 陸産貝類 任意採集 

秋季 平成 24 年 10 月 2 日～5 日 
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6-2-3 調査結果 

(1) 哺乳類 

現地調査により確認された重要な哺乳類は 1 目 1 科 1 種であった。現地で確認された重要

な哺乳類とその選定基準は表 6-2-3-1 に示す。 

 

表 6-2-3-1 重要な哺乳類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 モグラ トガリネズミ カワネズミ      NT  

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 0種 0種 1種 0種

注 1. 分類、配列等は、原則として「種の多様性（動植物分布調査）対象種一覧」（平成 10 年、環境庁）

に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 

 

(2) 爬虫類 

現地調査により確認された重要な爬虫類は 1 目 2 科 2 種であった。現地で確認された重要

な爬虫類とその選定基準は表 6-2-3-2 に示す。 

 

表 6-2-3-2 重要な爬虫類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 トカゲ ヒガシニホントカゲ      N-Ⅱ  

2 

有鱗 

ナミヘビ シロマダラ      DD  

計 1目 2科 2種 0種 0種 0種 0種 0種 2種 0種

注 1.分類、配列等は、原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 24 年、日本爬虫両棲類学会）に

準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 

 

(3) 両生類 

現地調査により確認された重要な両生類は 2 目 4 科 6 種であった。現地で確認された重要

な両生類とその選定基準は表 6-2-3-3 に示す。 

 

表 6-2-3-3 重要な両生類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 ヒダサンショウウオ     NT VU  

2 

有尾 サンショウウオ 

ハコネサンショウウオ      VU  

3 ヒキガエル アズマヒキガエル      N-Ⅲ  

4 アカガエル ナガレタゴガエル      DD  

5 モリアオガエル      NT  

6 

無尾 

アオガエル 

カジカガエル      NT  

計 2目 4科 6種 0種 0種 0種 0種 1種 6種 0種

注 1. 分類、配列等は、原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 24 年、日本爬虫両棲類学会）に準拠

した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 
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(4) 昆虫類 

現地調査により確認された重要な昆虫類は 6 目 12 科 14 種であった。現地で確認された重

要な昆虫類とその選定基準は表 6-2-3-4 に示す。 

 

表 6-2-3-4 重要な昆虫類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

1 キリギリス スルガセモンササキリモドキ      N-Ⅲ  

2 

バッタ 

バッタ タカネヒナバッタ      N-Ⅲ  

3 コガネムシ オオチャイロハナムグリ     NT DD  

4 

コウチュウ 

カミキリムシ トゲムネアラゲカミキリ      N-Ⅲ 

5 アリ ツノアカヤマアリ     DD  

6 スズメバチ キオビホオナガスズメバチ     DD   

7 

ハチ 

アナバチ コウライピソン     DD   

8 アミカモドキ ニホンアミカモドキ     VU   

9 

ハエ 

ニセヒメガガンボ Protoplasa属※     DD   

10 トビケラ ナガレトビケラ オオナガレトビケラ     NT   

11 シジミチョウ オナガシジミ      N-Ⅱ  

12 コムラサキ      N-Ⅱ  

13 オオミスジ     VU CR  

14 

チョウ 

タテハチョウ 

オオムラサキ     NT N-Ⅲ  

計 6目 12科 14種 0 種 0 種 0 種 0 種 9種 8種 0種

注 1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」（平成 5 年，平成 7 年，

平成 10 年、環境庁）に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 

注 3. ※Protoplasa 属は、日本ではエサキニセヒメガガンボとアルプスニセヒメガガンボの 2 種が確認されて

おり、いずれも「環境省第 4 次レッドリスト」で DD:情報不足に選定されている。 

注 4. 重要な昆虫類には底生動物調査で確認された重要な昆虫類を含む。 

 

(5) 魚類 

現地調査により確認された重要な魚類は 2 目 2 科 2 種であった。現地で確認された重要な

魚類とその選定基準は表 6-2-3-5 に示す。 

 

表 6-2-3-5 重要な魚類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 サケ サケ アマゴ     NT N-Ⅱ  

2 カサゴ カジカ カジカ     NT CR  

計 2目 2科 2種 0種 0種 0種 0種 2種 2種 0種 

注 1. 分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査 最新版 平成 24 年度版生物リスト」（平成

24 年、リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 
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(6) 底生動物 

現地調査により確認された重要な底生動物は 2 目 3 科 3 種であった。現地で確認された重

要な底生動物とその選定基準は表 6-2-3-6 に示す。 

 

表 6-2-3-6 重要な底生動物確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 トビケラ

（毛翅） 
ナガレトビケラ オオナガレトビケラ 

    
NT 

  

2 アミカモドキ ニホンアミカモドキ     VU   

3 

ハエ 

（双翅） ニセヒメガガンボ Protoplasa 属※     DD   

計 2目 3科 3種 0種 0種 0種 0種 3種 0種 0種

注 1. 分類、配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査 最新版 平成 24 年度版生物リスト」（平成 24 年、

リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 

注 3. ※Protoplasa 属は、日本ではエサキニセヒメガガンボとアルプスニセヒメガガンボの 2 種が確認されて

おり、いずれも「環境省第 4 次レッドリスト」で DD:情報不足に選定されている。 

 

(7) 真正クモ類 

現地調査により確認された重要な真正クモ類は 1 目 4 科 6 種であった。現地で確認された

重要な真正クモ類とその選定基準は表 6-2-3-7 に示す。 

 

表 6-2-3-7 重要な真正クモ類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1 カネコトタテグモ カネコトタテグモ     NT  EN 

2 ユウレイグモ アケボノユウレイグモ       N 

3 マルコブオニグモ       DD 

4 ニシキオニグモ       DD 

5 

コガネグモ 

オニグモ       NT 

6 

クモ 

ナミハグモ エンシュウナミハグモ       N 

計 1 目 4 科 6 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 0 種 6 種

注 1. 分類、配列等は、原則として「日本産クモ類目録」（平成 24 年、谷川明男）に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 
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(8) 陸産貝類 

現地調査により確認された重要な陸産貝類は 2 目 5 科 15 種であった。現地で確認された重

要な陸産貝類とその選定基準は表 6-2-3-8 に示す。 

 

表 6-2-3-8 重要な陸産貝類確認種一覧 

選定基準 
№ 目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

1 オカミミガイ 

(原始有肺) 
ケシガイ ケシガイ     NT   

2 キセルガイ ヒメギセル      NT  

3 カントウベッコウ     DD   

4 スカシベッコウ     NT   

5 クリイロベッコウ     DD   

6 ハクサンベッコウ     DD   

7 トガリキビ     DD   

8 ヒメハリマキビ     NT   

9 スジキビ     NT NT  

10 オオウエキビ     DD   

11 

ベッコウマイマイ 

ハチジョウヒメベッコウ     NT   

12 カワナビロウドマイマイ     NT   

13 

ニッポンマイマイ

（ナンバンマイマ

イ） 

ミノブマイマイ 
    VU VU  

14 カドコオオベソマイマイ     NT   

15 

マイマイ 

(柄眼) 

オナジマイマイ 

ミヤマヒダリマキマイマイ     VU NT  

計 2目 5科 15種 0種 0種 0種 0種 14種 4種 0種

注 1. 分類、配列等は、原則として「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅲ」（平成 10 年、環境庁）に準拠し

た。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 6-2-1-2 による。 
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6-2-4 予測及び評価 

現地調査により確認された重要な種に対し、林道東俣線等の改修の影響により生息環境が

改変される程度について予測した。予測対象とした現地で確認された重要な種は表 6-2-4-1

に示す。 

 

表 6-2-4-1 現地で確認された重要な種 

分類 区分 種名 
哺乳類 現地調査で確認された種（1 種） カワネズミ 
爬虫類 現地調査で確認された種（2 種） ヒガシニホントカゲ、シロマダラ 
両生類 現地調査で確認された種（6 種） ヒダサンショウウオ、ハコネサンシ

ョウウオ、アズマヒキガエル、ナガ
レタゴガエル、モリアオガエル、カ
ジカガエル 

昆虫類 現地調査で確認された種（14 種） スルガセモンササキリモドキ、タカ
ネヒナバッタ、オオチャイロハナム
グリ、トゲムネアラゲカミキリ、ツ
ノアカヤマアリ、キオビホオナガス
ズメバチ、コウライピソン、ニホン
アミカモドキ、Protoplasa 属、オオ
ナガレトビケラ、オナガシジミ、コ
ムラサキ、オオミスジ、オオムラサ
キ 

魚類 現地調査で確認された種（2 種） アマゴ、カジカ 
底生動物 現地調査で確認された種（3 種） オオナガレトビケラ、ニホンアミカ

モドキ、Protoplasa 属 
真正クモ類 現地調査で確認された種（6 種） カネコトタテグモ、アケボノユウレ

イグモ、マルコブオニグモ、ニシキ
オニグモ、オニグモ、エンシュウナ
ミハグモ 

陸産貝類 現地調査で確認された種（15 種） ケシガイ、ヒメギセル、カントウベ
ッコウ、スカシベッコウ、クリイロ
ベッコウ、ハクサンベッコウ、トガ
リキビ、ヒメハリマキビ、スジキビ、
オオウエキビ、ハチジョウヒメベッ
コウ、カワナビロウドマイマイ、ミ
ノブマイマイ、カドコオオベソマイ
マイ、ミヤマヒダリマキマイマイ 

 

分類ごとの予測結果は下記のとおりである。 

 

(1) 哺乳類 

予測対象種は、カワネズミ 1 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。さらに、改修工事に伴う濁水等及び凍結防止剤の河川への流入の影響は河川流量を考

慮すると非常に小さく河川への影響はほとんどないと考えられるため、予測対象種への影響

は及ばない。 
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したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な哺乳類の

生息環境は保全されると予測する。 

 

(2) 爬虫類 

予測対象種は、ヒガシニホントカゲ、シロマダラの 2 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響はないため、重要な爬虫類の生息環境は

保全されると予測する。 

 

(3) 両生類 

予測対象種は、ヒダサンショウウオ、ハコネサンショウウオ、アズマヒキガエル、ナガレ

タゴガエル、モリアオガエル、カジカガエルの 6 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。さらに、改修工事に伴う濁水等及び凍結防止剤の河川への流入の影響は河川流量を考

慮すると非常に小さく河川への影響はほとんどないと考えられるため、河川を生息環境とす

る予測対象種への影響は及ばない。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な両生類の

生息環境は保全されると予測する。 

 

(4) 昆虫類 

予測対象種は、スルガセモンササキリモドキ、タカネヒナバッタ、オオチャイロハナムグ

リ、トゲムネアラゲカミキリ、ツノアカヤマアリ、キオビホオナガスズメバチ、コウライピ

ソン、ニホンアミカモドキ、Protoplasa 属、オオナガレトビケラ、オナガシジミ、コムラサ

キ、オオミスジ、オオムラサキの 14 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。さらに、改修工事に伴う濁水等及び凍結防止剤の河川への流入の影響は河川流量を考

慮すると非常に小さく河川への影響はほとんどないと考えられるため、河川を生息環境とす

る予測対象種への影響は及ばない。さらに、工事で使用する道路周辺の粉じんは、道路舗装

の実施に加え、車両の洗浄等や適切な配車計画を行うことにより発生を抑制できることから

予測対象種の生息環境への影響は及ばない。なお、道路の舗装に際し、沢筋部分等について

水が滞留するよう道路端部に舗装しない幅を設けたり、土側溝を残したりすること（多自然
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化）により、チョウ等の生息環境への影響は少ないと考えられる。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な昆虫類の

生息環境は保全されると予測する。 

 

(5) 魚類 

予測対象種は、アマゴ、カジカの 2 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、改修工事に伴う濁水等及び凍結防止剤の河川への流入の影響は河川流

量を考慮すると非常に小さく河川への影響はほとんどないと考えられるため、予測対象種へ

の影響は及ばない。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な魚類の生

息環境は保全されると予測する。 

 

(6) 底生動物 

予測対象種は、オオナガレトビケラ、ニホンアミカモドキ、Protoplasa 属の 3 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、改修工事に伴う濁水等及び凍結防止剤の河川への流入の影響は河川流

量を考慮すると非常に小さく河川への影響はほとんどないと考えられるため、予測対象種へ

の影響は及ばない。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な底生動物

の生息環境は保全されると予測する。 

 

(7) 真正クモ類 

予測対象種は、カネコトタテグモ、アケボノユウレイグモ、マルコブオニグモ、ニシキオ

ニグモ、オニグモ、エンシュウナミハグモの 6 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境

は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な真正クモ

類の生息環境は保全されると予測する。 

 

(8) 陸産貝類 

予測対象種は、ケシガイ、ヒメギセル、カントウベッコウ、スカシベッコウ、クリイロベ

ッコウ、ハクサンベッコウ、トガリキビ、ヒメハリマキビ、スジキビ、オオウエキビ、ハチ

ジョウヒメベッコウ、カワナビロウドマイマイ、ミノブマイマイ、カドコオオベソマイマイ、

ミヤマヒダリマキマイマイの 15 種である。 

林道東俣線等の改修工事により、予測対象種の生息環境の改変は行わないため、生息環境
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は保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画とし

ており、道路の周辺には予測対象種の生息環境が広く残されることから、生息環境は保全さ

れる。したがって、林道東俣線等の改修工事による影響の程度はわずかであり、重要な陸産

貝類の生息環境は保全されると予測する。 

 

以上の予測結果から、林道東俣線等の改修工事による動物への影響の程度はわずかであり、

重要な種の生息環境は保全されると予測する。 

このことから、林道東俣線等の改修工事による動物に係る環境影響はないものと考えられ、

環境保全措置の検討は行わないこととした。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による動物に係る環境影響はないものと評価する。 
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7  植物 

7-1 植物出現種リスト 

7-1-1 高等植物 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における高等植物確認種一覧は表 7-1-1-1 に示す。 

 

表 7-1-1-1(1) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(2) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(3) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(4) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(5) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(6) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(7) 高等植物確認種一覧 
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表 7-1-1-1(8) 高等植物確認種一覧 
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7-1-2 蘚苔類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査における蘚苔類確認種一覧は表 7-1-2-1 に示す。 

 

表 7-1-2-1 蘚苔類確認種一覧 

 
 

7-1-3 キノコ類 

山岳トンネル、非常口（山岳部）を対象に工事の実施又は鉄道施設（山岳トンネル、非常

口（山岳部））の存在に伴う影響の調査におけるキノコ類確認種一覧は表 7-1-3-1 に示す。 

 

表 7-1-3-1 キノコ類確認種一覧 
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7-2 林道東俣線等に関する植物調査 

林道東俣線等は、山側からの土砂の流入、川側のガードレール及び土留め壁等が損傷してい

る。一方、工事の実施にあたり資材等の搬入、発生土の運搬等のため、林道東俣線等を使用す

る必要がある。使用に際しては、必要な区間において、道路面へ崩落した堆積土砂の排除及び

道路面の舗装等を行う計画である。また、冬季期間中も工事を実施する計画としている。 

そのため、林道東俣線等の周辺において舗装工事の影響を把握するために舗装による変化が

懸念される林道周辺を生育環境とする重要な種に関する調査を実施した。また、調査において

確認された重要な種への影響について予測及び評価を行った。 

 

7-2-1 調査方法 

植物相の状況について表 7-2-1-1 に示す方法により調査した。生育が確認された種の内、

表 7-2-1-2 に示す基準に該当するものを重要な種として選定した。なお、重要な種の選定に

あたっては、必要に応じて専門家の指導・助言を受け、選定した。 

調査範囲は、林道東俣線全線、特種東海製紙㈱の管理用道路（二軒小屋ゲート～西俣・二

軒小屋発電所付近及び東俣・坑口（工事用道路）付近）までの区間とし、一般調査において

既に調査範囲が設定されている区間はその結果を用いた。また、調査幅は林道端から 50m の

範囲とした 

 

表 7-2-1-1 植物の調査方法 

調査項目 調査方法 

植物相 任意確認 調査地域内を任意に踏査し、確認された種を記録した。 

調査の対象はシダ植物以上の高等植物とした。 
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表 7-2-1-2 重要な種の選定基準 

番号 文献及び法令名 区分 

① 文化財保護法（昭和 25 年、法律第 214 号） 
特天：特別天然記念物 

天：天然記念物 

② 
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

（平成 4 年、法律第 75 号）

国内：国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

③ 
静岡県文化財保護条例（昭和 36 年、静岡県条例第 23 号） 

静岡市文化財保護条例（平成 15 年、静岡市条例第 281 号） 

県天：県指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

④ 
静岡県希少野生動植物種保護条例 

（平成 23 年、静岡県条例第 37 号）

指定：指定希少野生動植物 

特定：特定希少野生動植物 

⑤ 
環境省第 4 次レッドリスト 植物 I（維管束植物） 

（平成 24 年、環境省）

EX：絶滅 

EW：野生絶滅 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群

⑥ 
まもりたい静岡県の野生生物－県版レッドデータブック－植物

編 2004（平成 16 年、静岡県） 

EX：絶滅 

EW：野生絶滅 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群

N-Ⅰ: 要注目種（現状不明） 

N-Ⅱ：要注目種（分布上注目種等）

N-Ⅲ：要注目種（部会注目種） 

⑦ 
第 4 回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林調査報告書東海版

（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）（平成 3 年、環境庁） 
指定：掲載されている巨樹、巨木 

⑧ 専門家の助言により選定した種 ○：選定した種 
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7-2-2 調査期間 

植物の現地調査は表 7-2-2-1 に示す時期に実施した。 

 

表 7-2-2-1 調査期間 

調査項目 調査実施日 

早春季 平成 25 年 5 月 8 日～10 日 

春季 平成 25 年 5 月 21 日～24 日 

夏季 平成 25 年 7 月 23 日～26 日 

植物相 

秋季 平成 24 年 9 月 24 日～27 日 

 

7-2-3 調査結果 

現地調査により確認された重要な種は 19 科 22 種であった。現地で確認された重要な種と

その選定基準は表 7-2-3-1 に示す。 

 

表 7-2-3-1 重要な種確認種一覧 

選定基準 
No. 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

1 マツブサ チョウセンゴミシ      N-Ⅰ   

2 
メギ ヒロハノヘビノボラズ 

（アカジクヘビノボラズを含む）
     EN   

3 ウマノスズクサ ウスバサイシン      N-Ⅲ   

4 ボタン ヤマシャクヤク     NT NT   

5 ケシ ナガミノツルキケマン     NT    

6 ユキノシタ ヤシャビシャク     NT VU   

7 バラ サナギイチゴ     VU    

8 ジンチョウゲ チョウセンナニワズ     VU VU   

9 ウリ ミヤマニガウリ      N-Ⅲ   

10 アカバナ トダイアカバナ     VU    

11 サクラソウ シナノコザクラ     NT VU   

12 リンドウ ホソバツルリンドウ     VU EN   

13 レンプクソウ レンプクソウ      N-Ⅲ   

14 マツムシソウ ナベナ      N-Ⅲ   

15 キク カワラニガナ     NT NT   

16 ユリ ヒメニラ      N-Ⅲ   

17 イネ キダチノネズミガヤ      N-Ⅰ   

18 カヤツリグサ ヒカゲシラスゲ      N-Ⅲ   

19 ラン ホテイラン    指定 EN CR   

20  ユウシュンラン     VU EN   

21  アオキラン     CR    

22  ホザキイチヨウラン      N-Ⅲ   

計 19 科 22 種 0 種 0 種 0 種 1 種 12種 18種 0 種 0 種

注 1. 分類、配列等は「自然環境保全基礎調査 植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2. 重要な種の選定基準は表 7-2-1-2 による。 

 

 



 

環 7-2-4 

 

7-2-4 予測及び評価 

現地調査により確認された重要な種に対し、林道東俣線等の改修の影響により生育環境が

改変される程度について予測した。予測対象とした現地で確認された重要な種は表 7-2-4-1

に示す。 

 

表 7-2-4-1 現地で確認された重要な種 

区分 種名 

重要な種 現地調査で確認された種 

（22 種） 

チョウセンゴミシ、ヒロハノヘビノボラズ、ウスバサイ

シン、ヤマシャクヤク、ナガミノツルキケマン、ヤシャ

ビシャク、サナギイチゴ、チョウセンナニワズ、ミヤマ

ニガウリ、トダイアカバナ、シナノコザクラ、ホソバツ

ルリンドウ、レンプクソウ、ナベナ、カワラニガナ、ヒ

メニラ、キダチノネズミガヤ、ヒカゲシラスゲ、ホテイ

ラン、ユウシュンラン、アオキラン、ホザキイチヨウラ

ン 

 

予測結果は下記のとおりである。 

林道東俣線等の改修工事により、重要な種の生育環境の改変は行わないため、生育環境は

保全される。また、道路舗装の範囲は工事用車両の通行に必要な幅員にとどめる計画として

おり、道路の周辺には予測対象種の生育環境が広く残されることから、生育環境は保全され

る。さらに、散水、発生土のベルトコンベアによる運搬、道路の最低限の舗装により、粉じ

んを抑制できることから生育環境への影響は及ばない。 

 

以上の予測結果から、林道東俣線等の改修工事による植物相への影響の程度はわずかであ

り、重要な種の生育環境は保全されると予測する。 

このことから、林道東俣線等の改修工事による植物相に係る環境影響はないものと考えら

れ、環境保全措置の検討は行わないこととした。 

したがって、林道東俣線等の改修工事による植物相に係る環境影響はないものと評価する。 

 



 

 

 



環 8-1-1 

8 廃棄物 

8-1 建設工事に伴う副産物の発生量 

8-1-1 建設工事による工種ごとの副産物発生量 

工事の実施（トンネルの工事）に伴う、工種ごとの副産物の発生量を表 8-1-1-1 に示す。 

 

表 8-1-1-1 建設工事に伴う副産物発生量 

 
トンネルの工事 

（山岳トンネル、非常口（山岳部）） 

建設発生土※ 3,600,000 m3 

建設汚泥 220,000 m3 

コンクリート塊 8,300 m3 

※建設発生土は、トラック運搬量を想定し、掘削土をほぐした後の膨張量を加算した土量である。 
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8-2 発生量の算出方法 

8-2-1 建設副産物 

 ア．建設発生土 

山岳トンネル、非常口（山岳部）の建設工事において、掘削により発生する土の量を建

設発生土の発生量とし、掘削断面積に掘削工事延長及び土量変化率を掛けることで算出し

た。 

 

 イ．建設汚泥 

山岳トンネル、非常口（山岳部）の建設工事において、掘削に伴う濁水処理により発生

する汚泥の量を建設汚泥の発生量とし、濁水処理量に発生率を掛けることで算出した。 

 

 ウ．コンクリート塊 

山岳トンネル、非常口（山岳部）の建設工事において、施工ヤードの舗装の撤去により

発生するコンクリート塊の量をコンクリート塊の発生量とし、施工ヤードの面積に舗装厚

さを掛けることで算出した。 
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8-3 廃棄物の一般的な処理・処分の方法 

8-3-1 建設工事に伴う副産物の一般的な処理・処分の方法  

静岡県における建設工事に伴う副産物の一般的な処理、処分の方法を図 8-3-1-1 に示す。 

 

トンネル工事
（山岳トンネル・非常口（山岳部））

建設発生土

発生土置き場

土砂 汚泥

最終処分

建設汚泥

濁水処理

中間処理施設

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

再資源化施設

最終処分
 

図 8-3-1-1 建設工事に伴う副産物の一般的な処理・処分の流れ 
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9 温室効果ガス 

9-1 工事の実施に伴う温室効果ガス排出量 

9-1-1 軽油を燃料とする建設機械 

建設機械の稼働に用いた原単位を表 9-1-1-1 に示す。 

表 9-1-1-1 建設機械の稼働に用いた原単位 

建設機械等 

機械名 諸元 燃料 

定格 

出力 

（kW） 

運転 1 時間あた

り燃料消費率

（L/kWh） 

運転 1 時間

あたり燃料

消費量 

（L/h） 

平均 

稼働率

CO2排出係数 

（kgCO2/L） 

N2O 

排出係数

（kgN2O/L）

地球 

温暖化

係数 

（N2O）

ブルドーザ 11t 軽油 78 0.175 13.7 0.625 2.58 0.000064 310 

0.45m3 軽油 60 0.175 10.5 0.784 2.58 0.000064 310 

0.7m3 軽油 104 0.175 18.2 0.784 2.58 0.000064 310 

0.8m3 軽油 104 0.175 18.2 0.784 2.58 0.000064 310 

バックホウ 

1.4m3 軽油 164 0.175 28.7 0.784 2.58 0.000064 310 

ユニック 4t 軽油 132 0.050 6.6 0.731 2.58 0.000064 310 

10t 軽油 246 0.050 12.3 0.741 2.58 0.000064 310 
トラック 

23t 軽油 232 0.085 19.7 0.823 2.58 0.000064 310 

ローリー車 2t 軽油 98 0.050 4.9 0.592 2.58 0.000064 310 

資材運搬車 4t 軽油 137 0.050 6.9 0.592 2.58 0.000064 310 

保守用車 32-37t 級 軽油 364 0.085 30.9 0.823 2.58 0.000064 310 

トラックク

レーン 
100t 軽油 134 0.044 5.9 0.800 2.58 0.000064 310 

16t 軽油 140 0.103 14.4 0.721 2.58 0.000064 310 
ラフテレー

ンクレーン 
25t 軽油 193 0.103 19.9 0.721 2.58 0.000064 310 

高所作業車 12m 軽油 96 0.040 3.8 0.650 2.58 0.000064 310 

ブレーカ 1300kg 軽油 104 0.175 18.2 1.000 2.58 0.000064 310 

ホイールロ

ーダ 
3.0m3 軽油 193 0.153 29.5 0.550 2.58 0.000064 310 

火薬運搬車 1t 軽油 62 0.050 3.1 0.592 2.58 0.000064 310 

振動ローラ

ー 
20t 軽油 126 0.152 19.2 0.625 2.58 0.000064 310 

45m3/h 軽油 118 0.078 9.2 0.900 2.58 0.000064 310 
コンクリー

トポンプ車 90～

110m3/h 
軽油 199 0.078 15.5 0.900 2.58 0.000064 310 

トラックミ

キサー車 
4.4m3 軽油 213 0.059 12.6 0.105 2.58 0.000064 310 

エンジンウ

ェルダー 
300A 軽油 17 0.227 3.9 1.000 2.58 0.000064 310 

クラッシャ 80～170t/h 軽油 127 0.185 23.5 0.700 2.58 0.000064 310 
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9-1-2 電気をエネルギーとする建設機械を用いる工事（トンネルの工事） 

電気をエネルギーとする建設機械の稼働に用いた総電力量（トンネルの工事）を表 9-1-2-1

に示す。 

 

表 9-1-2-1 電気をエネルギーとする建設機械の稼働に用いた総電力量（トンネルの工事） 

工種 主な作業内容 主な建設機械 
総電力量 

（kWh） 

CO2排出係数 

（kgCO2/kWh） 

掘削・支保工 
掘削工 

支保工 

ドリルジャンボ、コンクリ

ート吹付け機、排水ポン

プ、送風機、工事用照明 

330,000,000 0.518 

覆工 コンクリート工 
セントル、バイブレータ、

送風機、工事用照明 
15,000,000 0.518 

インバート工 コンクリート工 
インバート桟橋、送風機、

工事用照明 
15,000,000 0.518 

ずり処理工 土砂運搬工 
クラッシャー、ベルトコン

ベア、送風機、工事用照明
29,000,000 0.518 

 



環 9-2-1 

9-2 列車の走行に伴う温室効果ガス排出量 

列車走行に伴う温室効果ガス排出量については、東京都～大阪府間で全線開業時に、開業前

と同程度の排出量となる。以下に算出根拠を示す。 

 

9-2-1 算出根拠 

(1) CO2排出量の算定方法 

CO2排出量＝CO2排出量原単位×利用者数により算出する。 

 

(2) CO2排出量原単位 

使用した CO2排出量原単位を図 9-2-1-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-1-1 各輸送機関の CO2排出量原単位（東京都～大阪府間） 

 

  ＜超電導リニア＞ 

超電導リニアについては当社で算出している。 

   ・東京～大阪間の消費エネルギー（消費電力量）： 

    （500km/h 平坦での列車消費電力 3.5 万 kW × 加速・勾配考慮 約 1.1）× 

                     （走行時間 67 分） ／ 60 分 ≒ 43.8MWh 

   ・乗車率：61.2％（平成 20 年度東海道新幹線実績） 

   ・座席数：1,000 席 

   ・CO2排出係数（「平成 20 年度の電気事業者別実排出係数・調整後排出係数等の公表に

ついて」（平成 21 年 12 月 28 日報道発表資料、環境省））より関係する電力会社（東

京電力、中部電力、関西電力）の平均値 0.409kg-CO2／kWh 

 

   1 人当たりの CO2排出量（超電導リニア）は 

    消費エネルギー43.8MWh ／ （1,000 席 × 乗車率 61.2%）  

                 × 排出係数 0.409kg-CO2／kWh ＝  29.3kg-CO2／人  

24.7

84.3

7.1

96.9

29.3

0 20 40 60 80 100 120

バス

自家用乗用車

新幹線

N700系「のぞみ」

航空機
B777‐200

超電導リニア

各輸送機関のＣＯ2排出量（１人あたり） 東京～大阪間



環 9-2-2 

  ＜航空機＞ 

航空機については「CORINAIR（CORe INventory AIR emissions）」作成のデータを参考

に算出している。 

図 9-2-1-2 に飛行距離と人 km 当たり CO2排出量の相関図を示す。当該図より、東京～大

阪間における飛行距離は 548.4km（羽田～伊丹・関空加重平均（ただし、着陸時待機旋回

等の実飛行における距離増分は考慮していない）、航空輸送統計年報）における人 km 当た

りの CO2は 0.1767kg-CO2／人 km となる。 

 

   1 人当たりの CO2排出量（航空機）は 

    人 km 当たりの CO2排出量 0.1767kg-CO2／人 km × 飛行距離 548.4km 

                               ＝  96.9kg-CO2／人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-1-2 飛行距離と人 km 当たり CO2排出量の相関 

 

  ＜新幹線 N700 系「のぞみ」＞ 

新幹線 N700 系「のぞみ」については、以下のように算出している。 

   ・1 座席あたりの CO2 排出量：4.4kg-CO2/座席（走行実績に基づく算出 N700 系「のぞ

み」（東京～新大阪）） 

   ・乗車率：61.2％（平成 20 年度東海道新幹線実績） 

 

   1 人当たりの CO2排出量（新幹線 N700 系「のぞみ」）は 

    4.4kg-CO2/座席 ÷ 61.2％ ＝  7.1kg-CO2/人  
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  ＜自家用乗用車、バス＞ 

自家用乗用車、バスは、以下のように算出している。 

   ・自家用自動車：0.164kg-CO2/人 km（国土交通省ホームページ 2008 より） 

   ・バス：0.048kg-CO2/人 km（国土交通省ホームページ 2008 より） 

   ・運行距離：514km（東京～大阪間） 

 

   1 人当たりの CO2排出量（自家用乗用車）は 

    0.164kg-CO2/人 km × 514km ＝  84.3kg-CO2/人  

 

   1 人当たりの CO2排出量（バス）は 

    0.048kg-CO2/人 km × 514km ＝  24.7kg-CO2/人  

 

(3) 利用者数について 

利用者数は、国土交通省において行われた交通需要予測のうち、東京都と大阪府の間の機

関分担予測として示されている。交政審の公表資料（平成 22 年 10 月 20 日）の検討ケースに

おいて、以下の 3 ケースにより算出した。 

なお、CO2排出係数については、2009 年度の最新データが公表されているが、2008 年度と

比較して傾向が大きく変わらないことと、方法書において行った計算との平仄を合わせるた

め、2008 年度のデータにより数値を求めた。 

 

  ＜算出ケース＞ 

   ①現状 

   ②2045 年中央新幹線（東京都～大阪府）無 

     想定条件：経済成長率１％ 

   ③2045 年中央新幹線（東京都～大阪府）有（伊丹・関空便廃止ケース） 

     想定条件：2045 年近畿圏開業、超電導リニア方式、経済成長率 1％ 
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資料：交通政策審議会 第 9 回中央新幹線小委員会資料（国土交通省作成） 

 

図 9-2-1-3 東京都と大阪府の間の輸送需要量 

 

9-2-2 CO2排出量試算結果 

CO2 排出量は、東京都～大阪府間において交政審で想定されているケース②「2045 年で中

央新幹線がない場合」と、ケース③「2045 年中央新幹線有（伊丹・関空便廃止ケース）」を

比較すると、利便性向上等に伴い利用者数が約 2 割増加するが、CO2排出量は開業前と同程度

の排出量になると算出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-2-1 各ケースにおける利用者数（東京都～大阪府間） 
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図 9-2-2-2 各ケースにおける CO2排出量（東京都～大阪府間） 
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「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 100 万分 1 日本、50 万分 1 

 地方図、数値地図 200000（地図画像）、数値地図 50000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 25 情複、 第 310 号）」 
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